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市報

　6月14日から21日にかけて、行橋市教育委員会と姉妹校の提携を結んでいるグレース・チャーチ・
スクール（ニューヨーク市）の中学生 18 人と教師 3 人が行橋市を訪れ、市内の中学生の家庭にホ
ームステイし交流を深めました。
　期間中、生徒たちは市内の中学校で日本の生徒たちといっしょに授業を受け、部活動も体験し
たほか、17 日には今井の浄喜寺を訪れ、茶道や琴、書道といった日本文化を体験しました。行橋
市文化協会邦楽部門の会員の皆さんから指導を受けた生徒たちは、「さくらさくら」を琴で演奏す
るなど、交流を通して日本文化への理解を深めていました。
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本
定
例
会
は
、
平
成
26
年
度
の
市
政

運
営
と
な
る
予
算
を
は
じ
め
、
多
く
の

重
要
案
件
に
つ
い
て
、
今
後
の
市
政
に

関
す
る
私
の
所
信
を
申
し
上
げ
、
市
民

の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
、
よ
り
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

　

我
が
国
の
経
済
は
、
安
倍
政
権
の
発

足
以
降
、
円
高
・
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
と

経
済
再
生
を
最
優
先
課
題
と
し
た
３
つ

の
経
済
政
策
で
あ
り
ま
す
『
大
胆
な
金

融
政
策
』、『
機
動
的
な
財
政
政
策
』、『
民

間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
』、
い
わ

ゆ
る
『
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
』
が
功
を
奏
し
、

『
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
』
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
地
方
の
景
気
回
復
へ
の
実

感
は
乏
し
い
現
状
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
、
民
間
研
究
機
関
「
日

本
創
成
会
議
」
が
衝
撃
的
な
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
は

深
刻
な
人
口
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
若
者
が
東
京
圏
に
一
極
集
中

す
る
人
口
移
動
が
続
け
ば
、
２
０
４
０

年
に
は
５
２
３
の
市
町
村
が
消
滅
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

幸
い
に
し
て
行
橋
市
は
、
こ
の
５
２
３

の
市
町
村
に
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

楽
観
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
地
方
自

治
体
が
生
き
残
る
に
は
、
人
口
増
加
を

図
る
こ
と
が
、
最
低
条
件
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

第
二
に
、
子
育
て
環
境
の
整
備
で
す
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
予

定
の
『
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
』

に
対
応
す
る
た
め
の
、
認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
、
保
育
所
等
の
施
設
を
利
用
し

た
場
合
の
手
続
き
や
公
費
負
担
の
仕
組

み
等
を
一
本
化
し
、
質
の
高
い
幼
児
期

の
学
校
教
育
・
保
育
を
総
合
的
に
提
供

し
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　

第
三
に
、
教
育
の
問
題
で
す
。
初
等

教
育
の
教
育
力
向
上
と
い
た
し
ま
し
て
、

小
学
校
に
お
け
る
英
語
活
動
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。
国
際
社
会
の
中
で
た
く

ま
し
く
生
き
、
活
躍
で
き
る
行
橋
の
子

ど
も
を
育
て
て
い
く
た
め
、
行
橋
市
立

行
橋
北
小
学
校
を
『
英
語
教
育
推
進
校
』

【
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
】

　

行
財
政
改
革
を
着
実
に
実
行
し
、
引

き
続
き
財
政
運
営
の
健
全
化
に
努
め
つ

つ
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
な
配
分

と
経
費
支
出
の
効
率
化
に
徹
し
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
組
織
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
た
な
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
し
、

効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
を
行
う

た
め
に
機
構
改
革
を
行
う
と
と
も
に
、

市
役
所
を
利
用
す
る
市
民
の
皆
様
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
転
出
や
転

入
等
の
届
け
出
を
行
う
際
、
関
係
各
課

の
窓
口
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
、
１
つ

の
窓
口
で
対
応
で
き
る
等
、
い
わ
ゆ
る

と
位
置
づ
け
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
指

導
員
を
派
遣
し
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

の
英
語
教
育
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
若
年
世
代
が
、
こ
こ
行
橋
で

結
婚
し
て
子
ど
も
を
育
て
、
一
生
こ
の

街
で
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
い
う
若
者

世
代
の
定
住
者
を
増
や
し
、
人
口
増
加

を
図
っ
て
参
る
所
存
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
国
お
よ
び
県
の
動
向
を
今
後
も

注
視
し
な
が
ら
、
正
確
な
情
報
を
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
全
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
地
域
の
現
状
を
し
っ
か
り
と

理
解
し
整
理
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
問
題

意
識
や
課
題
を
共
有
し
て
、
行
政
運
営

に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
を
開
設
す
べ
く

準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

【
防
災
に
対
す
る

　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て
】

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
降
、
国
お

よ
び
県
に
お
い
て
防
災
計
画
が
見
直
さ

れ
、
さ
ら
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害

想
定
等
を
参
考
に
地
域
防
災
計
画
と
防

災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
行
い
、
市
民
の

皆
様
の
生
命
・
財
産
を
守
る
べ
く
、
災

害
対
策
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
今
回
の
計
画
は
、
震
災
で
課
題
と

な
っ
た
『
自
助
、
共
助
、
公
助
』
に
よ

る
防
災
や
減
災
対
策
を
前
提
と
し
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
実
行
性
の
あ
る
計

画
と
し
て
い
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
６
月
１
日
号
の
市
報
と

併
せ
て
、
市
民
の
皆
様
に
配
布
を
さ
せ

て
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
設
立
促
進
事

業
を
平
成
23
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
校
区
ご
と

に
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
な

が
ら
推
進
し
て
き
て
お
り
、
地
域
の
皆

様
の
防
災
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
現
在

80
以
上
の
組
織
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
自
主
防
災
組
織
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
既
に
設
立
さ
れ
た
組
織
に

対
し
て
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
、
継

続
し
た
組
織
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
39
カ
所
の
自
主
防
災
組
織

に
対
し
て
防
災
資
機
材
を
配
布
し
、
地

域
の
防
災
力
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
あ
わ
せ
て
中
央
公
民
館
や
各
校
区

公
民
館
に
毛
布
や
マ
ッ
ト
等
の
避
難
所

用
品
を
備
蓄
す
る
た
め
の
倉
庫
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
道
路
・
都
市
整
備
関
係
に
つ
い
て
】

　

行
橋
市
立
泉
小
学
校
の
通
学
路
に
指

定
さ
れ
て
い
る
狭
小
路
線
の
拡
幅
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

着
手
し
、
用
地
買
収
を
お
お
む
ね
完
了

し
て
お
り
、
本
年
度
と
来
年
度
の
２
カ

年
に
お
い
て
事
業
が
完
了
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
、
交
通
の
円
滑
化
と
市
民
の
交

通
安
全
対
策
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、『
行
橋
総
合
公
園
』
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
サ
ッ
カ

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
工
事
に
着
手
し

て
お
り
、
平
成
27
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

【
企
業
誘
致
に
つ
い
て
】

　

北
部
九
州
は
、
日
産
自
動
車
九
州
を

は
じ
め
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
進
出
に

よ
り
、
自
動
車
生
産
能
力
は
１
５
０
万

台
を
超
え
、
自
動
車
関
連
企
業
の
集
積

も
進
み
、
国
内
の
自
動
車
生
産
一
大
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
稲
童
工
業
団
地
に
お
い
て
も
、

現
在
ま
で
に
自
動
車
関
連
企
業
を
中
心

に
15
社
が
進
出
す
る
等
、
雇
用
創
出
や

税
収
確
保
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
今
年
度
、
東
九
州
自
動
車
道
が
み
や

こ
豊
津
Ｉ
Ｃ
ま
で
開
通
す
る
見
込
み
で

す
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
昨
年
度
、
工

業
団
地
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、

市
道
『
城
尾
大
無
田
線
』
が
供
用
開
始

し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
残
り
約

4.7
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
分
譲
地
に
つ
き
ま
し

て
も
、
こ
の
地
域
の
優
位
性
を
最
大
限

に
Ｐ
Ｒ
し
、
企
業
の
誘
致
を
行
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
市
の
将
来
を
展
望
し
た
と

き
、
新
た
な
工
業
団
地
の
整
備
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
候
補
地
の
調
査
と
並
行
し
、

企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
企
業
動
向
に
関
す
る
情
報
収
集
を

行
い
な
が
ら
、
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

６
月
10
日
に
開
会
し
た
定
例
市
議
会
で
、
田
中
純
市
長
に
よ

る
施
政
方
針
演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
取
り
組
ん
で
い
く

市
政
の
基
本
方
針
や
政
策
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
こ
こ
で

は
、
市
民
の
皆
様
に
関
わ
り
の
深
い
内
容
を
中
心
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。　

市民の皆さまの
生命・財産を守るべく、

「自助、共助、公助」による
防災対策に取り組みます。

平 成 2 6 年 度  施 政 方 針

豪雨時の災害に備えての土のう作り

は

じ

め

に
行
橋
市
の
最
重
要
課
題

　

そ
こ
で
、
今
後
の
政
策
を
考
え
る
上

で
、
人
口
問
題
を
最
重
要
課
題
と
し
て

捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
都
市
整
備
の
問
題
、
子

育
て
環
境
の
整
備
や
教
育
問
題
、
特
に

初
等
教
育
の
充
実
が
、
今
後
の
地
方
自

治
体
に
お
い
て
重
要
な
問
題
に
な
っ
て

参
り
ま
す
。

　

第
一
に
、
都
市
整
備
の
問
題
で
す
。

現
在
、
行
橋
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
見
直
し
事
業
に
着
手
し
て
お
り
、

本
年
度
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら

に
第
５
次
行
橋
市
総
合
計
画
や
国
・
県

の
上
位
計
画
と
の
整
合
、
新
た
な
法
整

備
へ
の
対
応
、
お
よ
び
社
会
経
済
状
況

の
変
化
へ
の
対
応
等
を
図
っ
て
参
り
ま                                                                                                                                  

す
。

本
年
度
の
主
要
な
取
り
組
み

平成 26年 3月に開通した苅田北九州空港 IC～行橋 IC 田中市長

▲防災マップ
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雇
用
対
策
で
は
、
福
岡
県
が
実
施
す

る
各
種
就
労
支
援
事
業
と
の
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
合
同
就
職
説
明
会
の
開

催
等
を
通
じ
て
、
総
合
的
な
雇
用
創
出

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

【
農
業
振
興
つ
い
て
】

　

近
年
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
農

業
の
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
、
農
政
対

策
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
地
域

農
業
の
機
能
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
の
多
面
的
機

能
の
維
持
・
発
揮
の
た
め
の
地
域
活
動

を
は
じ
め
、
営
農
活
動
に
対
し
て
支
援

す
る
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
や

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業

に
替
わ
る
日
本
型
直
接
支
払
制
度
を
推

進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
農
業
の
担
い

手
や
生
産
組
織
の
育
成
を
推
進
し
な
が

ら
農
業
者
育
成
支
援
を
行
い
、
農
業
経

営
の
効
率
化
や
生
産
性
の
向
上
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
農
業
活
性
化
の
た
め
に
、

地
元
で
生
産
し
た
農
産
物
に
付
加
価
値

を
つ
け
て
販
売
す
る
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
、
地
域
の
皆
様
が
生
産
か
ら
加

工
、
販
売
ま
で
を
行
う
第
６
次
産
業
化

を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

【
消
費
者
生
活
相
談
つ
い
て
】

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
行
橋
市
、
み
や

こ
町
、
築
上
町
の
１
市
２
町
に
よ
る
広

域
で
の
消
費
生
活
相
談
業
務
を
開
始
し
、

昨
年
３
月
に
は
、
行
橋
駅
西
口
に
『
行

橋
市
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
』
を
オ

ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
相
談
件
数
は

近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
ま
す
ま

す
、
消
費
生
活
相
談
事
業
の
充
実
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
悪
質
化
・
巧
妙
化
、

さ
ら
に
複
雑
化
す
る
消
費
犯
罪
か
ら
市

民
を
守
り
、
安
心
・
安
全
な
消
費
生
活

体
制
を
築
く
た
め
、
一
層
の
消
費
者
行

政
の
維
持
・
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

【
水
産
業
関
係
に
つ
い
て
】

　

昨
年
度
、
長
井
漁
港
の
高
潮
対
策
事

業
が
完
了
し
、
沓
尾
お
よ
び
蓑
島
漁
港

に
つ
き
ま
し
て
も
、
水
産
物
の
安
定
供

給
や
漁
港
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
漁
港
の
整
備
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

稲
童
漁
港
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
に
地
域
産
物
展
示
販
売
施
設
の
完
成

を
予
定
し
て
お
り
、
地
産
地
消
を
図
る

と
と
も
に
、
活
力
あ
る
漁
村
の
形
成
を

目
指
し
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進

し
、
水
産
資
源
の
維
持
と
回
復
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

【
水
問
題
に
つ
い
て
】

　

上
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
的

に
管
路
の
改
修
を
行
い
、
有
収
率
の
向

上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
矢
留

浄
水
場
に
お
き
ま
し
て
は
、
高
度
浄
水

処
理
施
設
が
本
年
度
中
に
稼
動
予
定
で

あ
り
ま
す
。

　

下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
橋
地

区
２
６
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
行
事
地
区

１
２
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
合
計
３
８
８
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
事
業
認
可
を
受
け
、
公
共

下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
本

年
度
も
行
事
地
区
を
重
点
的
に
面
整
備

を
行
っ
て
い
く
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
全
か
つ
持
続
可
能
な
公
共

下
水
道
事
業
の
経
営
を
行
う
た
め
、
公

共
下
水
道
の
接
続
率
の
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

の
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
向
け
準
備
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
年
の

集
中
豪
雨
等
に
よ
る
浸
水
被
害
を
解
消

す
る
た
め
、
雨
水
幹
線
の
整
備
も
進
め

て
参
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
北
部
雨
水

幹
線
の
改
築
に
向
け
た
用
地
取
得
お
よ

び
一
部
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

コ
ス
タ
周
辺
の
浸
水
対
策
を
実
施
す
る

た
め
に
地
元
調
整
を
早
急
に
行
い
、
必

要
な
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
事
業
認
可

の
取
得
お
よ
び
実
施
計
画
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
】

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
社
会
保
障

制
度
改
革
国
民
会
議
に
お
い
て
、
国
民

健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
責
任
を
都
道

府
県
が
担
う
こ
と
等
、
医
療
保
険
制
度

の
改
革
が
提
言
さ
れ
、
国
に
お
い
て
議

論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
の
赤
字
体
質
か
ら
の
脱

却
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
国
の
制
度
設
計
の
あ
り
方
は
も

と
よ
り
、
慎
重
に
対
応
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

【
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
】

　

障
が
い
者
支
援
に
関
し
て
は
、
地
域

に
お
け
る
相
談
支
援
の
中
核
的
な
役
割

を
担
う
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
て
、
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
権
利
擁
護
や
虐

待
防
止
に
務
め
、
多
様
化
か
つ
複
雑
化

す
る
生
活
課
題
に
適
切
に
対
応
し
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
て
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
肺
炎
で
亡
く
な
る
方
が

増
加
し
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
３

の
必
要
な
子
ど
も
た
ち
に
は
『
行
橋
・

京
都
児
童
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー 

ポ
ル

ト
』
へ
の
紹
介
を
行
い
、
早
期
か
ら
療

育
が
受
け
ら
れ
る
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
若
年
や
高
齢
出

産
等
が
増
加
す
る
中
で
、
家
庭
で
の
養

育
能
力
が
低
下
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
保
健
師
等
が
早
期
か
ら
関
わ
り
、

子
育
て
を
支
援
し
、
児
童
虐
待
の
予
防

に
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

【
介
護
福
祉
に
つ
い
て
】

　

本
年
度
は
、
第
６
期
老
人
保
健
福
祉

計
画
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
す
。
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
高
齢
者
支
援
の
課
題

に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
方
々
に
自
主

的
・
主
体
的
に
考
え
て
い
た
だ
く
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地
域
の
特
性

を
反
映
し
た
事
業
計
画
を
盛
り
込
ん
で

参
り
ま
す
。

位
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
『
肺
炎
球
菌
』

が
原
因
で
亡
く
な
る
高
齢
者
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

ま
え
、
本
年
10
月
か
ら
『
成
人
用
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
』
が
定
期
接
種
に
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
し
一
部
助
成
を

開
始
し
、
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
低
所
得
者
お
よ
び
子
育

て
世
帯
へ
の
負
担
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
に
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
、『
臨
時
福
祉
給
付
金
支
援
事
業
』

お
よ
び
『
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
』
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

【
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
】

　

現
在
、
新
生
児
訪
問
や
乳
幼
児
健
診

等
の
実
施
に
よ
り
、
発
達
が
気
に
な
る

子
ど
も
た
ち
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
の
た
め
の
教
室
や

発
達
相
談
等
で
個
別
に
関
わ
り
、
療
育

【
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
】

　

ま
ず
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
で

す
が
、
本
年
度
は
、
行
橋
南
小
学
校
お
よ

び
中
京
中
学
校
の
２
校
の
耐
震
化
工
事

を
行
い
、
泉
中
学
校
お
よ
び
長
峡
中
学

校
の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
に
お
け
る
夏
季
の

暑
さ
対
策
と
し
て
、
小
中
学
校
の
空
調

整
備
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
本
年
度
は
、

行
橋
北
小
学
校
、
椿
市
小
学
校
、
延
永

小
学
校
お
よ
び
長
峡
中
学
校
の
４
校
に

お
き
ま
し
て
、
空
調
整
備
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
加
え
て
、
稗
田
小
学
校
、
今

川
小
学
校
お
よ
び
中
京
中
学
校
の
３
校

の
空
調
整
備
に
伴
う
実
施
設
計
も
行
っ

て
参
り
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
学
校
施
設
の

整
備
事
業
と
し
ま
し
て
、
仲
津
中
学
校

の
校
舎
建
替
事
業
に
も
着
手
し
、
本
年

度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
校
舎
の
実
施
設

計
を
行
う
予
定
で
す
。

　

快
適
で
衛
生
的
な
教
育
環
境
整
備
を

推
進
す
る
た
め
、
稗
田
小
学
校
お
よ
び

椿
市
小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
を
行

う
と
と
も
に
、
行
橋
小
学
校
お
よ
び
仲

津
中
学
校
を
除
く
13
小
中
学
校
の
ト
イ

レ
改
修
に
係
る
実
施
設
計
を
行
う
予
定

で
す
。

【
文
化
の
充
実
に
つ
い
て
】

　

市
民
の
文
化
芸
術
活
動
を
積
極
的
に

支
援
し
、
豊
か
な
心
と
生
き
が
い
を
も

っ
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
九
州
交
響
楽

団
を
招
い
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
県
立
美

術
館
移
動
美
術
館
展
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
ミ
ラ
モ
ー
レ
跡
地
を
活
用

し
た
文
化
施
設
建
設
に
向
け
た
事
業
を

推
進
し
、
教
育
文
化
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
街
中
の
活
性
化
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
中
学
校
に
お
け

る
連
歌
教
育
や
連
歌
大
会
を
実
施
し
、

伝
統
文
化
に
つ
い
て
の
普
及
と
継
承
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
遺
産

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
未
来
に
伝
え

る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
史
跡
の
御
所
ヶ
谷
神
籠

石
の
保
存
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

福
原
長
者
原
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
遺
跡

の
範
囲
や
内
容
を
把
握
す
る
た
め
の
調

査
を
進
め
、
保
存
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

【
生
涯
学
習
に
つ
い
て
】

　
『
い
つ
で
も 

ど
こ
で
も 

と
も
に
学
ぶ 

生
き
が
い
づ
く
り
の
ま
ち 

行
橋
』
を
基

本
理
念
と
し
た
『
行
橋
市
生
涯
学
習
推
進

計
画
』
に
基
づ
く
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
公
民
館
の
利
用

者
の
急
な
体
調
変
化
に
よ
る
心
肺
蘇
生

が
必
要
な
場
合
に
使
用
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

公
民
館
に
配
置
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

老
朽
化
に
伴
う
行
橋
市
研
修
セ
ン
タ
ー

の
空
調
工
事
の
実
施
設
計
お
よ
び
武
道

館
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

最

後

に

行橋市の歴史遺産を
未来に伝え、

魅力あるまちづくりを
行います。

福原長者原遺跡の現地説明会

　

以
上
、
申
し
上
げ
て
参
り
ま
し
た
が
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
な
お
一

層
の
ご
指
導
と
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

『ポルト』が入る行橋京都メディカルセンター
毎年多くの人でにぎわう菜の花まつり

今元小学校で行われた連歌教室 お魚まつりで人気のマグロの解体実演

多様化する消費犯罪から
市民を守り、安心・安全な
消費生活体制を築けるよう

強化に努めます。

さまざまな相談が寄せられる行橋市広域消費生活センター



■
保
険
料
が
決
ま
り
ま
す

　

保
険
料
は
、
平
成
25
年
中
の
所
得
金
額
と

世
帯
（
※
注
１
）
の
状
況
を
も
と
に
算
定
を

行
い
、
決
定
し
ま
す
。
被
保
険
者
（
加
入
者
）

の
皆
さ
ま
へ
「
平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
７
月
中
旬
に

お
届
け
し
ま
す
。

※
注
１　

｢

世
帯｣

と
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日

時
点
の
世
帯
（
75
歳
に
な
る
方
、
県
外
か
ら
の
転

入
者
な
ど
は
そ
の
時
点
）
を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。

○
保
険
料
は
、
県
内
ど
の
地
域
で
も
同
じ
基

準
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
は
、
加
入
者
１
人
１
人
に
か
か
り

ま
す
。
保
険
料

率
（
被
保
険
者
均

等
割
額
、
所
得
割

率
）
は
２
年
ご
と

に
見
直
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
改
定

の
結
果
、
平
成
26

年
度
お
よ
び
27
年

度
の
保
険
料
率
は

下
の
表
の
と
お
り

で
す
。

■
保
険
料
の
軽
減

　

世
帯
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
保
険
料
額
の

軽
減
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
均
等
割
額
の
軽
減　

　

平
成
26
年
度
で
は
、
平
成
25
年
度
の
保
険

料
軽
減
措
置
【
被
保
険
者
均
等
割
の
９
割
、

8.5
割
（
※
注
４
）、
５
割
、
２
割
軽
減
】
を
継

続
し
て
行
い
ま
す
。

※
注
４　

原
則
は
７
割
軽
減
で
す
が
、
特
例
措
置

に
よ
り
8.5
割
軽
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
８
月
か
ら
被
保
険
者
証

が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
の
被
保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、

平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き

る
被
保
険
者
証
（
み
ず
色
）
は
、
７
月
下
旬

に
市
国
民
健
康
保
険
係
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

通
常
よ
り
短
い
有
効
期
間
の
被
保
険
者
証
を

窓
口
で
お
受
け
取
り
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
に
か
か
る
際

は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
（
み
ず
色
）
を
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証

（
み
ず
色
）
が
届
か
な
い
場
合
は
、
市
国
民

健
康
保
険
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
の
自
己
負
担

割
合
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

医
療
機
関
に
か
か
る
際
の
医
療
費
の
自
己
負

担
割
合
は
、
１
割
ま
た
は
３
割
で
す
。

　

毎
年
、
前
年
中
の
所
得
を
も
と
に
、
８
月

か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の
自
己
負
担

割
合
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

⑦　26．7．1

※注２　総所得金額等とは、前年中の ｢公的年金等収入－公的年金等控除｣、｢給与収入－給与所得
控除｣、｢事業収入－必要経費｣ 等の合計額で、各種所得控除前の金額です。例えば、公的年金等の
収入のみの方で、年額が 153 万円以下の場合は、総所得割額等は 33 万円以下となるため所得割額
はかかりません。

＝
問
合
せ
＝

○
行
橋
市 

　

国
保
年
金
課 

国
民
健
康
保
険
係

　

℡
２
５
‐
９
７
２
２

○
福
岡
県

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡
０
９
２
‐
６
５
１
‐
３
１
１
１

26．7．1　⑥

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　

平
成
25
年
中
の
所
得
金
額
と
世
帯
の
状
況
を
も
と
に
算
定
を
行
い
、
平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
を
決
定
し
、

７
月
中
旬
に
被
保
険
者
（
加
入
者
）
の
皆
さ
ま
へ
決
定
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

後期高齢者医療制度

均等割額
軽減割合

軽減後の均等割額
平成 26 年度（年額）

同一世帯内の被保険者および世帯主の
軽減対象所得金額（※注５）の合計額

9割軽減 5,658 円 【33万円（基礎控除額）】以下で、かつ【被保険者全
員が年金収入80万円以下（その他各種所得がない）】

8.5割軽減 8,487 円 【33万円（基礎控除額）】以下

5割軽減 28,292 円 【33万円（基礎控除額）＋24.5 万円×被保険者の数】
以下

2割軽減 45,267 円 【33万円（基礎控除額）＋45万円×被保険者数】以下

※注５　軽減対象所得金額は、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収
入の場合、「公的年金等収入－公的年金等控除－ 15 万円」となる等、例外があります。

　

自
己
負
担
割
合
は
通
常
１
割
で
す
が
、
同

じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず
れ
か
の
方
の
市

民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
（
注
３
）

で
あ
る
場
合
に
は
、
３
割
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
１
ま
た
は
２
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
市
国
民
健

康
保
険
係
へ
申
請
す
れ
ば
１
割
の
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

１
、
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以
上

　

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
収
入
の
合

計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

２
．
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の
み

（
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
）

①
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

②
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
方
の
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

※
注
３　

市
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以

上
で
あ
っ
て
も
、
前
年
の
12
月
31
日
現
在
に
お
い

て
、
被
保
険
者
が
世
帯
主
で
あ
り
、
同
じ
世
帯
に

合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
で
あ
る
19
歳
未
満

の
世
帯
員
が
い
る
場
合
に
は
、
世
帯
主
で
あ
る
被

保
険
者
の
市
民
税
の
課
税
所
得
か
ら
、
16
歳
未
満

は
１
人
当
た
り
33
万
円
、
16
歳
以
上
19
歳
未
満
は

１
人
当
た
り
12
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
控
除
し
た
後
の

額
が
、
１
４
５
万
円
未
満
と
な
る
と
き
は
、
１
割

の
自
己
負
担
割
合
と
な
り
ま
す
（
こ
の
場
合
の
申

請
は
不
要
で
す
）。

②
所
得
割
額
の
軽
減

　

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下
（
公
的
年

金
の
み
の
場
合
は
、
収
入
額
が
２
１
１
万
円

以
下
）
の
方
は
、
所
得
割
額
が
５
割
軽
減
と

な
り
ま
す
。

③
被
用
者
保
険
（
※
注
６
）
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日

ま
で
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
」

だ
っ
た
方
は
、
被
保
険
者
均
等
割
額
が
９
割

軽
減
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
割
額
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

※
注
６　

被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康
保
険
協

会
管
掌
健
康
保
険
、
組
合
管
掌
健
康
保
険
、
船
員

保
険
、
共
済
組
合
を
さ
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
・

国
民
健
康
保
険
組
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
減
免
制
度

　

災
害
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
保
険
料
が
減
免
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
国
民
健
康

保
険
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

医療費総額 ■
保
険
料
と
医
療
費
の
し
く
み

　

医
療
費
は
、
被
保
険
者
が
病
院
な
ど
で
支

払
う
「
自
己
負
担
額
」
と
保
険
か
ら
給
付
さ

れ
る
「
医
療
給
付
費
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 公費（税金）約５割
  国：県：市町村＝４：１：１

支援金 約 4 割
（現役世代の負担）

 保険料 
　約１割

病
院
な
ど
に
支
払
う

自
己
負
担
額

医
療
給
付
費

＋

被保険者（加入者）の
皆様が負担する保険料

被保険者 均等割額
加入者全員が等しく負担

56,584 円

保険料
1 人当たりの
年間保険料額

＋

所得割額
所得に応じて負担

( 総所得
  金額等 －

33 万円
（基礎控除額）） 所得割率

11.47％×
※注 2

＝

保険料の上限
57万円（年額）【保険料額の算出方法】

見
　
本

↑新しい被保険
者証の色はみず
色で す。 有 効 期
限は、平成 26年
８月１日から平
成 27 年 7 月 31
日までの１年間
です。

　
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
が
、

８
月
に
更
新
と
な
り
ま
す

　

現
在
、
使
用
中
の
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
（
以
下
、
減
額

認
定
証
）
の
有
効
期
限
は
、
平
成
26
年

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
を
す
で
に
お
持
ち
の
方

で
、
平
成
26
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税

世
帯
の
方
に
は
、
８
月
１
日
か
ら
の
新

し
い
減
額
認
定
証
を
、
被
保
険
者
証
と

は
別
に
７
月
下
旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

○
減
額
認
定
証
と
は
…

　

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る

方
が
、
入
院
ま
た
は
高
額
な
外
来
診
療

を
受
け
る
際
に
減
額
認
定
証
を
医
療
機

関
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
医
療
費
の
自

己
負
担
は
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院

時
の
食
費
・
居
住
費
の
負
担
も
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
市
国
民
健
康
保
険
係

で
の
申
請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
被
保
険
者
証
、
そ
の
他
（
非

課
税
証
明
書
な
ど
収
入
額
な
ど
を
証
明
す
る

も
の
や
、
入
院
期
間
が
確
認
で
き
る
も
の
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

平成 26年度・27年度

56,584 円

11.47％

57万円

均等割額

所得割率

賦課限度額



★
継
続
申
請
の
方
は
こ
ち
ら

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
と
き
は
申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
と
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま

す
。

　

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
払
い
（
追
納
）
も

で
き
ま
す
（
２
年
度
を
過
ぎ
る
と
加
算
金

が
つ
き
ま
す
）。
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
が
、
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま

す
。

※
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
が
、
継
続
申
請

を
選
択
さ
れ
た
方
は
下
段
の
★
の
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得

が
基
準
額
以
下
の
場
合
や
、
失
業
し
た
場

合
等
は
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
の

納
付
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
３
／
４
免
除
等
の
一
部
免
除

の
承
認
を
受
け
て
も
、
残
り
の
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
「
全
額
を
納
め
て
い
な
い

期
間
（
未
納
）」
と
同
じ
取
り
扱
い
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

①
年
金
手
帳
、
②
印
鑑
、
③
平
成
26
年

１
月
２
日
以
降
に
行
橋
市
に
転
入
さ
れ
た

方
は
、
平
成
26
年
１
月
１
日
の
住
所
地
の

役
所
で
、
平
成
26
年
度
所
得
・
課
税
証
明

書
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
④
失
業
し
た
方

は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
（
コ
ピ
ー
可
）

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
⑤
代
理
人

に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人
の
身
分

証
明
書
（
運
転
免
許
証
等
）、
委
任
状
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
税
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
申

告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
６
月
か
ら
の
申
請
が
済
ん
で

い
な
い
方
は
、
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ

月
前
の
月
分
ま
で
遡
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
、
③
の
書
類
は
各
年
度
の
も
の

も
必
要
で
す
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
、
全
額
免
除
ま

た
は
若
年
者
納
付
猶
予
に
該
当
す

る
方
は
、申
し
出
（
選
択
）
に
よ
り
、

継
続
申
請
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

前
回
ま
で
の
申
請
で
継
続
申
請

を
選
択
し
、
か
つ
全
額
免
除
ま
た
は

若
年
者
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
方

は
、
毎
年
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、次
の
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
継
続
申
請
を
選
択
し
全
額
免
除
ま

た
は
若
年
者
納
付
猶
予
が
承
認
さ

れ
て
い
る
が
、
今
回
も
免
除
等
申
請

が
必
要
な
方
】

①
失
業
に
よ
る
特
例
で
、
承
認
さ
れ

た
方
。

②
免
除
区
分
を
、
３
／
４
免
除
等
の

一
部
免
除
に
変
更
し
た
い
方
。

③
若
年
者
納
付
猶
予
か
ら
全
額
免

除
へ
、
ま
た
は
全
額
免
除
か
ら
若
年

者
猶
予
へ
変
更
し
た
い
方
。

④
若
年
者
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ

て
い
る
方
で
、
そ
の
後
30
歳
に
な
ら

れ
た
方
な
ど
。

※
注
意　

継
続
申
請
を
選
択
し
て

い
て
も
、
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
継
続
申
請
は
終
了

し
、
翌
年
度
か
ら
新
た
に
免
除
等
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
年
度

も
、
一
部
免
除
等
の
申
請
は
で
き
ま

す
。

　

20
歳
代
の
方
は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
が
基
準
額
以
下
の
場
合
や
、
失
業
し
た

場
合
等
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
（
世
帯
主
の
所
得
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
）。

　

学
生
納
付
特
例
と
法
定
免
除
（
１
級
、

２
級
の
障
害
年
金
や
生
活
保
護
法
に
よ
る

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
）
が
あ
り
ま

す
。
ま
だ
届
出
や
申
請
が
済
ん
で
な
い
方

は
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

免
除
お
よ
び
若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認

期
間
は
、
平
成
26
年
７
月
か
ら
平
成
27
年

６
月
ま
で
で
す
。

※
注
意　

不
慮
の
事
故
等
に
あ
わ
れ
た
後

（
初
診
日
の
後
）
に
申
請
し
て
も
、
遡
っ
て

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
障
害
年
金
等
の
申

請
に
必
要
な
納
付
要
件
に
算
入
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
申
請
は
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

平
成
26
年
度
　
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
と

若
年
者
納
付
猶
予
申
請
を
受
付
け
ま
す

申
請
免
除
制
度

（
全
額
免
除
・
３
／
４
免
除
・
半
額
免
除
・

１
／
４
免
除
）

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

そ
の
他
の
免
除
制
度

対
象
期
間

申
請
に
必
要
な
も
の

７月
　1 日
　 から

国民年金係からのお知らせ

問合せ（申請場所）
行橋市 国保年金課 国民年金係
TEL　２５－１１１１

（内線 1115、1116）

　26．7．1　 ⑧⑨　26．7．1 　

行
橋
校
区

《
今
川
》
今
川
ダ
ム
・
今
川
大
橋
付
近
・
新
今
川
橋

下
《
長
峡
川
》
亀
川
・
法
務
局
・
統
計
事
務
所
・
裁

判
所
前
・
天
理
教
前
・
行
橋
小
付
近
・
杭
田
井
堰
・

新
長
峡
川
橋
・
御
蔵
下
橋
《
井
尻
川
》
宮
市
橋
・
真

須
田
橋
・
須
賀
里
橋
付
近
・
秋
桜
橋
付
近
・
西
宮
市

４
‐
９
付
近

行
橋
南
校
区

《
今
川
》
文
久
井
堰
・
今
川
橋
下
流
・
内
新
地
井
堰
・

大
和
町
横
・
鉄
橋
上
流
・
鉄
橋
下
・
大
野
井
入
口
付

近
・
消
防
署
横
・
今
井
渡
橋
上
流
・
渡
橋
下
流
付
近
・

若
葉
町
付
近
・
南
公
民
館
裏
《
江
尻
川
》
国
道
橋
下

井
堰
・
川
島
市
住
裏
・
南
部
ポ
ン
プ
付
近
・
蔵
丸
橋
・

九
助
橋

行
橋
北
校
区

《
小
波
瀬
川
》
小
波
瀬
橋
付
近
・
与
原
井
堰
・
行
橋

北
小
裏
・
汐
入
橋
・
猪
熊
橋
付
近
・
土
屋
根
井
堰
・

殿
町
分
譲
住
宅
《
そ
の
他
》
六
反
田
踏
切
付
近
・
北

小
前
用
水
路
・
京
橋
付
近

椿
市
校
区

《
小
波
瀬
川
》
下
川
原
井
堰
・
宇
土
井
堰
・
大
行
事

井
堰
・
真
先
橋
付
近
・
上
川
原
井
堰
・
平
尾
１
号
橋《
そ

の
他
》
山
川
原
池
・
宮
比
田
池
・
宮
之
下
池
・
菖
蒲

池
・
掌
ヶ
迫
池
・
野
中
池
・
猪
迫
池
・
大
田
ヶ
迫
池
・

猿
喰
池
・
マ
ナ
ゴ
池
・
大
束
池
・
赤
池
・
天
サ
ヤ
池
・

御
清
水
池
・
徳
間
池
・
水
札
原
大
池

延
永
校
区

《
長
峡
川
》
下
津
熊
公
民
館
・
給
食
セ
ン
タ
ー
横
・

延
永
公
民
館
前
・
延
永
小
付
近
・
杭
田
井
堰
・
用
水

路
貴
船
井
堰
《
小
波
瀬
川
》
小
井
出
井
堰
・
焼
米
畦

橋
付
近
《
そ
の
他
》
廻
ヶ
迫
池
・
宮
田
迫
池
・
上
小

口
迫
池
・
下
小
口
迫
池
・
栗
ヶ
迫
池

蓑
島
校
区

《
そ
の
他
》
天
神
屋
裏
入
江
・
漁
港
横
・
小
糸
ヶ
浜
・

文
久
団
地
バ
ス
停
付
近
・
埋
立
地
の
た
め
池
・
西
部

漁
港
・
元
養
鰻
場
付
近
・
市
民
体
育
館
入
口
バ
ス
停

付
近
・
研
修
セ
ン
タ
ー
奥
水
門
付
近

子
ど
も
を
　

水
難
事
故

　
か
ら
守
ろ
う

　

夏
は
、も
う
す
ぐ
そ
こ
。海
へ
、山
へ
、川
へ
と
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
飛
び
出
す
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
豊
か
な
自
然
の
中
に
は
、

危
険
な
場
所
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
周
り
の
大
人

た
ち
の
気
配
り
、
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。
特

に
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
を
見
か
け
た
ら
要
注

意
で
す
。

仲
津
校
区

《
長
野
間
・
祓
川
》
港
橋
下
付
近
・
辻
垣
橋
付
近
・

津
留
井
堰
《
そ
の
他
》
イ
モ
リ
池
・
山
神
池
・
下
池
・

上
庄
ヶ
迫
池
・
引
水
導
池
・
下
迫
池
・
山
田
池
・
鴨

田
池
・
井
無
田
池
・
次
郎
池
・
下
庄
ヶ
迫
池
・
赤
迫

池
・
石
堂
池
・
中
池
・
新
池
・
小
池
・
小
迫
池
・
弥

五
郎
池
・
畠
田
池
・
稲
童
浜
海
岸
・
菰
池
・
五
反
田

池
・
尾
曲
池
・
怪
道
池
・
井
ノ
迫
池
・
大
迫
池
・
柳
ヶ

迫
池
・
蓮
池
・
井
の
廻
り
池
・
小
迫
池
（
駅
前
２
区
）・

吉
ヶ
迫
池
（
東
徳
永
）・
松
山
池

稗
田
校
区

《
長
峡
川
》
中
川
井
堰
・
友
定
井
堰
・
権
田
井
堰
・

銀
杏
の
木
橋
下
流
《
井
尻
川
》
大
谷
井
堰
・
日
焼
井

堰
《
そ
の
他
》
前
田
大
池
・
さ
や
け
谷
池
・
住
吉
池
・

新
三
角
池
（
西
谷
）・
宮
ヶ
迫
池
（
大
谷
）・
往
還
池

（
大
谷
）・
往
還
上
池
（
大
谷
）・
新
池
（
大
谷
）・
鰯

無
用
池
（
大
谷
）・
三
角
池
（
大
谷
）・
三
角
新
池
（
大

谷
）・
中
原
池
（
津
積
）・
堂
ヶ
迫
上
池
（
西
谷
）・
堂
ヶ

迫
下
池
（
西
谷
）・
壹
水
迫
池
（
西
谷
）・
西
ヶ
迫
池

（
新
杉
）・
松
ヶ
迫
池
（
宮
の
杜
）・
下
新
池
（
前
田
）・

蒲
田
池
（
上
稗
田
）

今
川
校
区

《
今
川
》
方
志
丸
井
堰
・
流
末
井
堰
・
大
野
井
井
堰
・

本
田
井
堰
《
井
尻
川
》
大
井
堰
《
そ
の
他
》
裏
ノ
谷

池
・
松
田
池
・
天
生
田
大
池

泉
校
区

《
祓
川
》
今
井
本
田
井
堰
・
日
明
井
堰
・
万
台
原
井

堰
《
今
川
》
寺
畔
橋
下
流
・
南
水
路
国
道
付
近
《
そ

の
他
》
長
江
の
池
・
塚
田
池
・
大
池
・
上
西
池
・
カ

マ
ワ
リ
の
池
・
竹
田
池
・
長
池
・
下
西
池
・
羽
根
木

前
田
池

今
元
校
区

《
今
川
》
今
川
ダ
ム
・
今
川
大
橋
付
近
・
新
今
川
橋

下
流
《
祓
川
》
津
留
井
堰
・
祇
園
田
井
堰
・
川
田
井
堰
・

鶴
井
堰
・
祓
川
橋
付
近
・
沓
尾
橋
下
・
沓
尾
橋
上
の

水
門
《
江
尻
川
》
沓
尾
入
口
対
岸
・
金
屋
井
堰
・
江

尻
川
潮
止
め
付
近
《
そ
の
他
》
竜
日
売
神
社
前
・
北

代
池
・
松
山
池
（
祇
園
団
地
）

子どもたちの
登下校を
見守って
ください！

●
問
合
せ

　

行
橋
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
指
導
室

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

２
５
‐
１
１
１
１   

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
５
６
）

　

最
近
、
各
校
区
で
不
審
者
の
出
没
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
各
学
校
で
は
、

な
ど
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
で
次
の
よ
う
な
こ

と
を
目
撃
さ
れ
ま
し
た
ら
、
子
ど
も
の
安
全

を
確
保
し
た
上
、
警
察
や
学
校
に
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
多
く
の
大
人
の
目
が
犯
罪
の
抑
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

行
橋
市
教
育
委
員
会

 ～お宅付近の危険場所をお知らせします～

①
で
き
る
限
り
複
数
で
登
下
校
す
る

②
危
険
を
感
じ
た
ら
、「
防
犯
ブ
ザ
ー

を
鳴
ら
す
」、「
大
き
な
声
を
出
し
て

助
け
を
求
め
る
」、「
近
く
の
家
に
逃

げ
込
む
（
子
ど
も
た
ち
に
は
『
こ
ど

も
１
１
０
番
』
の
家
を
知
ら
せ
て
い

ま
す
）」。

○
防
犯
ブ
ザ
ー
が
鳴
っ
た
と
き

○
助
け
を
求
め
る
声
が
聞
こ
え
た
と
き

○
家
に
助
け
を
求
め
て
逃
げ
た
と
き

○
子
ど
も
が
危
険
な
様
子
の
と
き



ゆくゆく Information

⑪　26．7．1

ゆくゆく Information

夏の交通安全県民運動を実施します

７
月
10
日
（
木
）
～
19
日
（
土
）
の
間
、
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
運
動
は
次
の
３
点
を
重
点
に
、
交
通
事
故

防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

１ 
飲
酒
運
転
の
撲
滅

　

市
内
で
の
飲
酒
運
転
事
故
は
、
今
年
１
月
か
ら
４
月
末
ま
で
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。
飲
酒
運
転
は
「
絶
対
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
引
き
続
き
飲
酒
運
転
撲
滅
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

毎
月
25
日
は
「
飲
酒
運
転
撲
滅
の
日
」
で
す
。

２ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

道
路
へ
の
飛
び
出
し
や
な
な
め
横
断
の
危
険
性
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合

い
、
交
通
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
暗
い
時
間
帯
に
外
出
す
る
と
き
は
、

明
る
い
服
装
や
反
射
材
の
着
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

３ 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

自
転
車
は
自
動
車
と
同
じ「
車
両
」で
す
。

車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外
！
車
道
で
は

左
側
通
行
で
す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
や
ヘ

ッ
ド
ホ
ン
を
使
用
し
て
の
運
転
、
傘
差
し

運
転
な
ど
は
危
険
な
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

 

●問合せ　市市民協働課
　TEL ２５ - １１１１（内線 1008）
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発生件数
件数 218 件

前年比 -35 件

死者数
人数 2 人

前年比 1 人

傷者数
人数 313 人

前年比 -53 人

【交通事故統計：
　　行橋市 平成 26 年 1 月～ 5 月末】

　交差点や直線道路での自
動車同士の交通事故が多発
しています。
　見通しの悪い交差点では、
特に十分な安全確認をお願
いします。

官
兵
衛
の
お
城
っ
て
ど
ん
な
の
か

な
？
身
近
な
史
跡
を
訪
ね
、
ふ
る

さ
と
の
歴
史
や
人
々
の
暮
ら
し
を

学
び
ま
す
。
参
加
者
に
は
「
ジ
ュ
ニ
ア
学
芸

員
」
の
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
企
画
へ
の
サ
ポ

ー
タ
ー
も
募
集
し
ま
す
。

◇
日
時　

８
月
10
日
（
日
）

　

８
時
30
分
～
16
時

※
９
時 

コ
ス
メ
イ
ト
行
橋
出
発

　
（
馬
ヶ
岳
大
谷
登
山
口
ま
で
バ
ス
で
移
動
）

※
小
雨
決
行

※
水
筒
持
参
・
登
山
の
で
き
る
軽
装
（
長
袖

長
ズ
ボ
ン
な
ど
）

◇
行
き
先
お
よ
び
行
程

①
馬
ヶ
岳
城

　

山
中
の
遺
構
（
秀
吉
・
官
兵
衛
ゆ
か
り
の

地
）
の
探
検
、
杉
ノ
木
（
秀
吉
が
２
泊
し
た

館
が
あ
っ
た
集
落
）
に
テ
ン
ト
を
張
り
昼
食

②
行
橋
市
歴
史
資
料
館

　

市
民
学
芸
員
の
解
説
で
特
別
展
見
学
・
認

定
証
授
与
式
な
ど

●問合せ　行橋市歴史資料館
　TEL ２５ - ３１３３第 2 回  ゆくはし探検「馬ヶ岳城を探ろう！」の巻 ジュニア探検家募集！

◇
対
象
者　

市
内
の
小
中
学
生

・
身
近
な
史
跡
を
訪
ね
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史

や
人
々
の
暮
ら
し
に
触
れ
た
い
人

・
現
地
を
訪
ね
、
見
る
・
聞
く
・
調
べ
る
・

作
る
な
ど
の
体
験
学
習
を
楽
し
み
た
い
人

※
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
参
加
も
Ｏ
・
Ｋ
！

◇
定
員　

40
～
60
人
程
度

（
保
護
者
の
人
数
含
む
）

◇
参
加
費　

１
０
０
０
円

（
特
製
弁
当
・
保
険
代
・
資
料
代
な
ど
）

◇
申
込
方
法　

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、７
月
２
日
（
水
）
～
14
日
（
月
）
に
、

下
記
の
宛
先
へ
ハ
ガ
キ
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
（
必
着
）。
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

◇
申
込
先

　

〒
８
２
４
‐
０
０
０
５

　

行
橋
市
中
央
１
‐
９
‐
３

　

コ
ス
メ
イ
ト
行
橋
２
階

　

行
橋
市
歴
史
資
料
館
「
ゆ
く
は
し
探
検
」
係

連歌講座の受講者を募集します !

連
歌
は
、
五
・
七
・
五
と
七
・
七
を
複
数
の
参
加

者
が
読
み
継
い
で
作
品
を
完
成
さ
せ
る
伝

統
あ
る
文
芸
で
、
行
橋
市
で
は
今
井
祇
園

祭
の
行
事
と
し
て
室
町
時
代
か
ら
続
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
貴
重
な
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

今
年
も
連
歌
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

※
参
加
料
は
無
料
で
す
。

◇
日
時
・
場
所

　

・
第
１
回　

７
月
19
日
（
土
）　

今
井
浄
喜
寺

　

・
第
２
回　

８
月
23
日
（
土
）　

須
佐
神
社

　

い
ず
れ
も
13
時
～
17
時

◇
対
象
者　
中
学
生
以
上

◇
申
込
み
・
問
合
せ

　

７
月
９
日
（
水
）
ま
で
に
行
橋
市
教
育
委
員
会
文

化
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

平成 26 年度 第 10 回行橋連歌大会 ●問合せ　市文化課　
　TEL ２５ - １１１１（内線 1167）

◇申込先
〒８２４－８６０１ 行橋市中央一丁目１番１号
行橋市教育委員会 文化課
ＴＥＬ：２５- １１１１（内線 1167）
ＦＡＸ：２５- １５８２
Ｅメール：bunkaka@city.yukuhashi.lg.jp

昨年の様子

行
橋
商
工
会
議
所
で
は
、
市
内
で
の
購
買
力

を
促
進
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
１
セ
ッ
ト
１
万
円
で
、

１
万
１
５
０
０
円
分
の
お
買
い
物
が
で
き
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

◇
販
売
価
格

　

１
セ
ッ
ト
１
万
円

　

※
１
５
０
０
円
の
お
得
（
５
０
０
円
券
23
枚
つ
づ
り
）

◇
発
行
数

　

１
万
５
千
セ
ッ
ト
（
一
人
３
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
可
）

◇
販
売
期
間

　

７
月
６
日（
日
）か
ら
完
売
ま
で

◇
販
売
場
所
・
販
売
時
間

　

・
行
橋
商
工
会
議
所
（
コ
ス
メ
イ
ト
行
橋
前
）

　
　
　
　

販
売
時
間
：
９
時
～
17
時

　

・
観
光
物
産
コ
ー
ナ
ー
（
Ｊ
Ｒ
行
橋
駅
内
）

　
　
　
　

販
売
時
間
：
９
時
～
17
時

◇
使
用
期
間

　

10
月
31
日
（
金
）
ま
で

◇
使
用
可
能
な
お
店

　

商
品
券
取
扱
店
の
ポ
ス
タ
ー
を
目
印
に
ご
利
用　

く
だ
さ
い
。

プレミアム商品券でおトクにお買いものを！ ●問合せ　行橋商工会議所 経営指導課
　　　　　  TEL ２５ - ２１２１（担当：森本、國永）

●問合せ　市地域福祉課 健康づくり推進係
　TEL ２３ - ８８８８

国
は
、
病
原
性
が
高
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
同
様
の
危
険
性
の
あ
る
新
感
染
症
が

発
生
し
た
場
合
に
、
国
民
の
命
や
健
康
を

守
り
、
国
民
の
生
活
や
経
済
に
お
よ
ぼ
す
影
響
が
最

小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
を
定
め
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
発
生
に
備
え
、
市
の
態
勢
を
整
備

す
る
た
め
、「
行
橋
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
対

す
る
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◇
案
の
閲
覧
方
法

・
行
橋
市
役
所 

地
域
福
祉
課
健
康
づ
く
り
推
進
係

　

(

市
役
所
東
棟
２
階)

・
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
東
棟
３
階
）

・
市
内
各
校
区
公
民
館
、
中
央
公
民
館
、
行
橋
市
コ
ミ

　

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
中
央
公
民
館
行
橋
駅
分
館
）

・
行
橋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
募
集
期
間　
７
月
１
日
（
火
）
～
22
日
（
火
）

◇
提
出
方
法

　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は
市
地
域
福

祉
課
健
康
づ
く
り
推
進
係
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

〒
８
２
４
‐
８
６
０
１　

　

行
橋
市
中
央
１
‐
１
‐
１

　

行
橋
市
役
所 

地
域
福
祉
課
健
康
づ
く
り
推
進
係

　

FAX　

２
５
‐
２
６
５
０

　

Ｅ
メ
ー
ル　

fukushi@
city.yukuhashi.lg.jp

パブリックコメント募集します
行橋市新型インフルエンザ等対策行動計画 ( 案 )

１セット１万円で
1,500 円お得です！

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
と
は
？　

　

市
の
基
本
的
な
計
画
等
の
策
定
や
重
要
な
条
例
の
制
定
等
を

行
う
と
き
に
、
事
前
に
案
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
公
表
し
、
意
見

を
募
集
し
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
考
慮
し
て
意
思
決
定
を
行
う
と

と
も
に
、
い
た
だ
い
た
意
見
に
対
す
る
実
施
機
関
の
考
え
方
を

公
表
す
る
制
度
で
す
。
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ニュース ＆トピックス まちの話題

ニュース&トピックス
       　 

あなたのまわりの身近な話題を待っています。広報係までご連絡ください。（TEL 25‐9688）

音楽が育むやさしい気持ち
　5月 25日、ゆくはしロータリークラブの創立 50周
年記念事業として「こころのふれあいコンサート」が
コスメイト行橋で開催されました。音楽を通じてみん
なが少しでも優しい気持ちになり、こころのふれあい
ができればと開催されたもので、ステージ上で障がい
をお持ちの方や、行橋高校の吹奏楽部の皆さんやゲス
トの方々など総勢 8組の素晴らしい演奏が披露される
と、会場から暖かい拍手が送られました。

自然とふれあう田植え体験
　6月 19 日、小倉城の大鏡もちに使われるもち米の
田植えが、中京中学校近くの水田で行われました。中
京保育園とみずほ幼稚園の年長組、今川小学校の 5年
生、中京中学校の 3年生あわせて約 250 人が参加し
ました。水田を所有する松蔭盛美さんに教わりながら、
一列になり苗を植えていき、この日が初めての田植え
体験となった児童は「何度も転びそうになったけど、
楽しかった」と話していました。

男女共同参画社会を目指して
　行橋市の「男女共同参画を推進する日」を記念して
6月 14 日、ウィズゆくはしでる～ぷるフェスタが開
催されました。福岡放送のアナウンサーの古賀ゆきひ
とさんの講演や、古賀さんと福岡県男女共同参画セン
ターあすばる館長村山由香里さんとのトークショーが
行われ、トークショーでは女性を取り巻く職場や家庭
環境についてお二人が話されると、会場からは共感の
拍手が沸き起こっていました。

華麗な技で観客を魅了
　6月 1日、長井浜海水浴場で行橋ビーチサッカー大
会が開催され、一般 16チーム、ジュニア 8チームが
出場し、熱戦を繰り広げました。また、地元長井浜を
活動の拠点として、現在九州リーグ 3連覇中のドルソ
ーレ北九州がプロビーチサッカーチームの東京レキオ
スとエキシビジョンマッチを行い、オーバーヘッドシ
ュートやボレーシュートなど華麗な技を披露すると、
観客から歓声が上がっていました。

官兵衛の時代に思いをはせて
　5月 31 日、行橋市民会館で「秀吉の九州平定と黒
田官兵衛」をテーマにしたシンポジウムが開催されま
した。NHK大河ドラマ「軍師官兵衛」の時代考証を担
当されている小和田哲男さんをはじめ、4人の専門家
が講演、事例報告を行った後、パネルディスカッショ
ンを行いました。会場からは「官兵衛は九州から天下
を狙っていたのですか」などという質問が寄せられ、
パネリストが応じていました。

力を合わせて梅を収穫
　6月 6日、椿市小学校の児童が隣接する梅山で梅ち
ぎりを行いました。上級生や先生が枝をたぐり寄せて
実をちぎりやすくすると、低学年の子どもたちは「あ！
あった」などと声上げながら実をちぎっていました。
今年は 116キロが収穫され、学校で梅干や梅ジャムな
どに加工されたほか、校区内の福祉施設に寄贈されま
した。また、残った梅は販売して代金の一部を東日本
大震災の義援金として寄付されるそうです。

行橋を代表して県大会へ
　6月 1日、8日に開催された県北部地区予選を勝ち
抜いた行橋仲津ジュニアバレーボールクラブの皆さん
が、第 33 回全日本バレーボール小学生福岡県大会に
出場を決めました。チームは仲津小学校、泉小学校、
行橋小学校の児童で編成され、2年連続の県大会出場
をめざして、仲津小学校で週 4日間の練習に励んでき
ました。県大会を前に 6月 17 日に市役所を訪れ、山
田教育長に、チーム全員で大会での健闘を誓いました。

安全・安心のために役立てて
　流末地区の消防団格納庫用地として、市に土地を寄
付していただいた湖

こ う べ

平亙
わたる

さんに、市長感謝状が贈られ
ました。5月 24 日に消防本部で行われた感謝状贈呈
式には湖平さんに代わり息子さんの元

も と し

司さんが出席さ
れ、消防本部の白川消防長が感謝の意とともに感謝状
を手渡しました。元司さんは「寄付をした土地が地域
の皆さんを災害から守り、安全・安心な暮らしができ
るよう役立ててください」と語ってくださいました。
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経済センサス - 基礎調査、商業統計調査を一体的に実施します
●経済センサス - 基礎調査は、全ての産業分野における事業所および企業（商店、工場、営業所、事務所のほか、学校・
　学習塾、病院・診療所、寺院等）が対象となります。
●商業統計調査は、卸売業・小売業を営むすべての事業所が対象になります。
●これらの調査結果は、国や県、市区町村の各種行政施策をはじめ、民間企業における経営計画の策定等、さまざ
　まな分野で活用されます。
●調査票は平成26年 6月下旬から調査員証を携行した調査員がお届けします。調査票が届いたら、ご回答をお願
　いします。
◆調査の意義・重要性をご理解いただき、ご協力をどうぞよろしくお願いします。

【問合せ】市総合政策課計画管理係　℡ 25-9601

　男女共同参画をテーマとした「川柳・フォトコ
ンテスト」にたくさんのご応募、ありがとうござ
いました！最優秀・優秀作品が決定しましたので
発表します。6 月 14 日（土）に開催された「る
～ぷるフェスタ」にて表彰式が行われ、最優秀
賞等受賞者の方々に表彰状と記念品が贈呈され
ました。

☆川 柳
・最優秀作品（河野 寿子さん）
　『おそろいの  エプロンはずして
　　　　　　　　　　   さあかんぱーい』

・優秀作品（橋本 みなもさん）
　『今までと  違う自分に  会いに行こう』

・優秀作品（山田 浩さん）
　『みがくのは  妻は自分で  夫皿』

・優秀作品「ランチタイム」（北川 拓磨さん）

☆フォトコンテスト

・最優秀作「中心は私」（降旗 英峰さん）

男女共同参画川柳・フォトコンテスト受賞作品決定！

～ 市民の皆さまへ ～ 今夏における節電のお願い

■期　間：7月 1日（火）～9月30日（火）の平日
　　　　　（8月13日～8月15日を除く）
■時　間：9時～20時
※特に電力需要が高くなる時間帯13時～17時は重点的な節電へのご協力をお願いし
　ます。なお、節電は市民の皆さまの生活、健康、経済活動に支障のない範囲で、また、
　高齢者、乳幼児の方々等におかれましては、無理のない範囲でご協力をお願いします。

　日頃から節電にご協力いただきありがとうございます。5月に政府で夏季の電力需給対策が決
定され、また福岡県、九州電力（株）から県下市町村へ節電の要請がなされました。市民の皆さ
まにも、昨年の節電を目安に、可能な限り一層の節電にご協力いただきますようお願いします。

【問合せ】・市環境課　℡ 25-1111（内線 1253）
　　　　・九州電力（株）北九州お客さまセンター 行橋営業所
　　　　　  ℡ 0120-986-103　※営業所へのお電話は【コールセンター】で受け付けます。

使わない時は電源を OFF に！

ご協力をお願いします。

平成 26 年度 行橋市人権啓発作品を募集します
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『NHK 全国放送
 プロフェッショナル 仕事の流儀』に小学校現役教師として初登場！

【日　時】7 月 19 日
　　　13 時 30 分開演（13 時開場）

【場　所】コスメイト行橋
　　　　　（行橋市中央 1-9-3）

土

～７月は人権・同和問題啓発強調月間です～
平成26年度行橋市人権・同和問題啓発強調月間記念行事
人権を考える市民のつどい

人権パネル展も同時開催
「教科書の中に見る同和問題」
　7 月 16 日（水）～ 23 日（水）
　コスメイト行橋ロビーにて

ほめ言葉のシャワーで
  楽しいコミュニケーション
　最近、人をほめたことがありますか？人にほ
められたことがありますか？この講演が、家庭
や会社の中で、ほめ言葉のキャッチボールが飛
び交うきっかけになればうれしく思います。

✿このページに関する申込み・お問合せ✿
　市 人権男女共同参画課 人権政策係
　　〒 824-8601 行橋市中央 1-1-1　　℡２５－１１１１（内線 1332）

・入場無料
・手話通訳あり
・無料託児あり
　要予約
　　（7/9 締切）

講師　菊
き く ち

池 省
しょうぞう

三 さん
北九州市立小倉中央小学校教諭

【プログラム】
● 13:30   人権映画上映「秋

-コスモス-
桜の咲く日」

● 14:15   記念講演
　　　　　「ほめ言葉のシャワーで
　　　　　  楽しいコミュニケーション」
● 15:50　閉会

■応募期間：7 月 1日（火）～ 9月 8日（月）
■応募資格：小・中・高校生、または市内在住・在勤者
■募集部門
　①作　文：身近であった心温まる話など。
　　　　　　400字詰め原稿用紙 3～ 4枚以内
　②標　語：1人につき 5点まで
　③ポスター：縦書きで人権に関する文字を入れる。　
　　　　　　市販の四つ切画用紙 53.5cm× 37.5cm
　※ポスターには「人権週間 12月 4日～ 10 日」の
　　文字は入れないこと。
　④書　道：人権問題に関する文字を楷書または行書
　　　　　　で。市販の半紙 33.5cm×24cmを使用
■作品の題材：同和問題、女性、子ども、高齢者、障
　がい者、外国人、インターネットによる人権侵害など

■入賞および表彰
　○入賞作品は、市長賞・教育長賞各１点、入選５点
　　程度
　○入賞者は本人に連絡します。なお、市長賞・教育
　　長賞受賞者は 12月の人権週間記念行事の際に表
　　彰し、作品は 12月の人権週間期間中にコスメイ
　　ト行橋ロビーに展示します。
　○応募作品は返却しません。
　○入賞作品は、人権啓発事業に活用させていただき
　　ます。
■申込み :応募作品の裏側に、氏名（ふりがな）・性別・
　年齢・住所・郵便番号・電話番号を明記の上、市人
　権男女共同参画課人権政策係（下記）へお申込みく
　ださい。



◇不燃ごみを出すときの注意点
①空き缶と空きびんは中身をとり、栓やふたを分別してください。
　・プラスチック製のふた → 黄色の指定ごみ袋
　　　　　　　　　　　　　（プラスチック製容器包装）へ
　・金属製のふた →茶色の指定ごみ袋（缶・びん以外）へ

②スプレー缶や卓上ガスボンベなどは最後まで使い切り、穴を
　あけて出してください。

③なべ、やかん、フライパンなどの小物金属は茶色の指定袋（缶・
　びん以外）に入れて出してください。

④割れたびんや金属類（刃物、鋭利なもの）は紙に包んで〈危険〉
　などの表示をお願いします。

⑤小型廃家電（ラジオ、電気カミソリ、ドライヤー、ポット、
　時計など）は、買い替えの際に販売店にできるだけ引き取り
　をお願いしてください。

◇収集できないもの
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分別収集にご協力ください！不燃ごみの出し方

◇収集品目

◇指定ごみ袋（3種類）
　・カン類　　・ビン類
　・カン・ビン以外の不燃物

各色（10枚入）
・大（45リットル）620円
・中（30リットル）410円
・小（15リットル）200円

＜缶類（アルミ・スチール）＞ ＜びん類＞ ＜缶・びん類以外の燃えないごみ＞

●清涼飲料水、酒類の缶
●粉ミルクの缶
●菓子などの食料品の缶
●スプレー缶、卓上ガスボンベ
　など

●清涼飲料水、酒類のびん
●ジャムなどの食料品のびん
●化粧品のびん
●のみ薬のびん 　など

●白熱、LED電球   ●グロー球
●ガラス製食器　　●金属類
●茶わん・皿　　●なべ・やかん
●小型家電製　など

※栓や中身
をぬきとっ
て出してく
ださい。

※スプレー缶な
どは使い切り、
穴をあけて出し
てください。

テレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、
洗濯機、衣類乾燥機

販売店に相談してください。

太陽熱温水器、パソコン、農業用ビニー
ル、建築廃材、タイヤ、ペンキ、魚網、
ドラム缶、ブロック、かわら、オイル、
シンナー、浴槽、営業用看板、バッテ
リー、化学薬品、農業機械、ガスボンベ、
肥料・農薬、土砂、灰、消化器、バイ
ク（50cc）、オルガン　など

販売店もしくは処理業者に
相談してください。

不燃ごみの収集日  次の 2点に気をつけましょう！
①月 2回の収集（祝日は収集しません）

※口をしばって出してください。各家庭でごみの減量化に努めましょう。

②指定袋に入れて、収集日の朝、午前８時 までに
決められた場所に出してください。

※お住まいの地区の収集日は平成 26年度
　ごみ収集日程表、または市ホームぺージ
　でご確認ください。

【問合せ】環境課（℡２５－１１１１）
ごみの分別・収集、し尿処理に関すること ⇒ 計画管理係（内線 1251）
不法投棄、野外焼却などその他のこと ⇒ 環境係（内線 1253、1256）
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不
燃
物
専
用
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カン・ビン以外の不燃物で指定ごみ袋に入らない大きさのものは、
粗大ごみシールを貼って出してください。

⑰　26．7．1

あなたの健康を応援します　℡2３-８８８８

◆日 時：7 月 29日（火）9時 30分～ 11時
◆場 所：ウィズゆくはし 
◆対象者：行橋市在住の赤ちゃんと保護者
◆内 容：母乳相談、栄養相談、育児相談など
◆申込締切：7 月 22日（火）
※計測のみご希望の方は、子育て支援サークル「なかよし広場」
　をご利用ください。

ハグルーム（育児相談） 要予約

　子育ての応援ができるように、生後 4カ月までの赤ちゃん
がいるご家庭を対象に家庭訪問を行います。
◆対象者：平成 26年 4月生まれの赤ちゃん
◆訪問者：助産師、保健師、保育士など
◆内 容：赤ちゃんの育児のご相談、乳幼児健康診査・定期
　　　　　  予防接種のご説明、育児相談（ハグルーム）やサー
　　　　　  クルなどのご案内
◆料 金：無　料
※訪問時、出生届の手続きの際にお渡しした "こんにちは赤
　ちゃん訪問アンケート " を回収します。
※日程は事前にご連絡します。プライバシーは厳守します。

乳児家庭全戸訪問事業
7月の“こんにちは赤ちゃん訪問”

子育て支援係からのお知らせ
　　　　　　℡ 2５-１１１１（内線 1183、1184）

健康づくり
推進係

風しん無料抗体検査 要予約

　京築保健福祉環境事務所において、「風しん抗体検査」を無
料で実施しています。
7月～ 9月までの日程は…
　7月 8日（火）・22日（火）10時～ 12時
　8月 12日（火）・26日（火）10時～ 12時
　9月 9日（火）・30日（火）10時～ 12時です。
詳細はこちらにお問合せください。

京築保健福祉環境事務所　保健衛生課感染症係
　℡ 0930-23-3935

霍
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々ちゃん（左）
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々ちゃん（右）

（北泉）

▼

✿  ハッピースマイル  ✿

お子さまの写真を
お待ちしています！

市広報係
℡ 25-9688

無料クーポンがん検診のお知らせ

　平成 26年度「子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診無料クー
ポン券」の対象者は下記のとおりです。対象の方にはご自宅
にがん検診無料クーポン券を送付しますので、ご確認くださ
い。

・子宮頸がん
①平成 5年 4月 2日～平成 6年 4月 1日生まれ
　（平成 26年 4月 1日時点で 20歳）の女性
②下記の生年月日の女性で、今までに子宮頸がん検診無料クー
　ポン券を使用したことのない方

昭和 63年 4月 2日～平成 4 年 4 月 1 日
昭和 58年 4月 2日～昭和 62年 4月 1日
昭和 53年 4月 2日～昭和 57年 4月 1日
昭和 48年 4月 2日～昭和 52年 4月 1日

・乳がん
①昭和 48年 4月 2日～昭和 49年 4月 1日生まれ
　（平成 26年 4月 1日時点で 40歳）の女性
②下記の生年月日の女性で、今までに乳がん検診無料クーポ
　ン券を使用したことのない方

昭和 43年 4月 2日～昭和 47年 4月 1日
昭和 38年 4月 2日～昭和 42年 4月 1日
昭和 33年 4月 2日～昭和 37年 4月 1日
昭和 28年 4月 2日～昭和 32年 4月 1日

・大腸がん
下記の生年月日の方
（平成 26年 4月 1日時点で 40・45・50・55・60歳の方）

昭和 48年 4月 2日～昭和 49年 4月 1日
昭和 43年 4月 2日～昭和 44年 4月 1日
昭和 38年 4月 2日～昭和 39年 4月 1日
昭和 33年 4月 2日～昭和 34年 4月 1日
昭和 28年 4月 2日～昭和 29年 4月 1日

おじいちゃん、おばあちゃんとの
参加も大歓迎です！　行橋市食生活改善推進会です。夏休みに親子で料理を作っ

てみませんか？たくさんのご参加をお待ちしています！

親子料理教室のご案内

◆日 程：7 月 23日（水）　10時～ 13時　
　　　　　※ 10分前までにお越しください
◆対象者：小学生とその保護者
◆定 員：先着 18組
◆場 所：ウィズゆくはし 2階　栄養指導室

◆持参品：手ふきタオル、水筒、
　　　　　  エプロン、マスク、三角巾、子ども用上靴
◆申込期間：7 月 8日（火）～　※定員になり次第締め切ります。
※ 8月 18 日（月）におやこの食育教室を予定しています。
　詳細は、 7 月 15 日号の市報でお知らせします。



第 42 回行橋市水泳大会
行橋市体育協会　 25-8222
■日時：8 月 17 日（日）
■場所：今元中学校プール
■参加資格
①行橋市内の小・中学校、高等学校に在
籍する児童および生徒
※市外校の児童・生徒でも行橋市内在住
であれば参加可
②行橋市内在住または在勤の社会人
③行橋市内在住で、大学の水泳部に所属
しない大学生
■種別・区分
・年齢別 A（小学 1・2 年生）…50m
・年齢別 B（小学 3・4 年生）…50m
・年齢別 C（小学 5・6 年生）…50m
100m
・年齢別 D（中学生）…50m・100m
・年齢別 E（高校生）…50m・100m
・一般の部（18 歳以上）…50m
・壮年の部（40 歳以上）…50m
・リレー（小学生）…50m × 4 人
※年齢（一般の部・壮年の部）は、大会
日を基準とします。
※リレーは男女・学年に関係なく各学校
何チームでも参加可能です。
■申込み：申込書を7月31日（木）必着で、
行橋市体育協会（市役所 3 階生涯学習課
内）へ郵送いただくか、当協会窓口へご
持参ください。なお、小・中学生は学校
を通じてお申込みください。
・送付先…〒 824-8601 行橋市中央 1-1-1
　　　　　行橋市体育協会

第 52 回行橋市体力つくり
壮年ソフトボール大会結果
　5 月 18 日（日）に新田原グラウンド
にて開催され、5 チームが参加しました。
・優勝…ひらくち
・準優勝…前田ヶ丘フェニックス

行橋柔道教室
創立 25 周年記念柔道大会結果
　4 月 6 日（日）に行橋市武道場にて開
催されました。各部門で第 1 位に輝いた
方をお知らせします。

【個人戦】
【小学 1 年生】
　守田悠磨（行橋柔道教室）

【小学 2 年生】
　籏岡怜玖（行橋柔道教室）

【小学 3 年生】
　末和弘（築上町武道連盟）

【小学 4 年生】
　今津充人（勝山柔道クラブ）

【小学 5 年生】
　田中崇太（勝山柔道クラブ）

【小学 6 年生】
　野田啓太（勝山柔道クラブ）

【中学男子 55kg 以下級】
　高城勇人（育徳館中学校）

【中学男子 73kg 以下級】
　山本将太郎（長峡中学校）

【中学男子 73kg 超級】
　門田真士朗（長峡中学校）

【中学女子無差別級】
　坂井桃奈（新津中学校）

【団体戦】
【小学生団体】
　勝山柔道クラブ A

【中学生団体】
　長峡中学校

第 49 回行橋市早朝野球大会結果
　4 月 13 日（ 日 ） ～ 5 月 21 日（ 水 ）
に中山グラウンドにて開催されました。

【A 級】・優勝…新行橋病院 A
・準優勝…ティーチャーズ
【B 級】・優勝…和田タイヤ
・準優勝…行橋記念病院

第 5 回天翔会館杯
ペタンク大会結果
　5 月 23 日（金）にウィズゆくはし多目
的グラウンドにて開催され、60 チーム
210 人が参加しました。

【成績】
優勝…泉 A チーム（船津和義、　　　　
　　　　　池上シズ子、高瀬利子）
準優勝…下正路 C チーム（住村義記、　
　　　　　伊藤勝子、岡本京子）
第 3 位…南豊会 A チーム（大久保安親、
　　　　　武藤利明、小田本嘉夜子）

【コート優勝】
長寿会 A チーム、中津熊第 2 支部チー
ム、草野第 7 クラブ、白寿会 A チーム、
寿会 B チーム、豊寿会チーム、第一三
笑会チーム

京都医師会杯 G.G 大会結果
　4 月 22 日（火）に中山グラウンドに
て開催され、192 人が参加しました。

【男子の部】
・優勝…藤野勇（新田原）
・準優勝…鶴﨑啓三（宮前）
・第 3 位…石橋英彦（新田原）
【女子の部】
・優勝…郷田二三子（健友会）
・準優勝…福田晴子（新田原）
・第 3 位…田中タミヨ（犀川）

第 35 回行橋市中学校野球大会
　5 月 24 日（土）、25 日（日）に中山

グラウンドにて開催されました。結果は
以下のとおりです。
・優勝…行橋中学校
・準優勝…中京中学校

「緑化講習会」受講者募集
福岡県緑化センター管理事務所

0943-72-1193
■講習項目：庭木の整姿と剪定
■日時：7 月 19 日（土）
　　　　13 時 30 分～ 16 時　※無料
■場所：行橋市研修センターゆくトピア
　　　　（行橋市今井 3758）
■募集人数：35 人（定員になり次第締切）
■申込み：7 月 18 日（金）までに電話
でお申込みください。※月曜日は休館日

● 試 験 ●
福岡県公衆衛生医師採用試験
福岡県保健医療介護総務課

092-643-3237
■受験資格：①医師免許を有し、医師法
に定められた臨床研修を終了した方また
は平成 27 年 3 月 31 日までに修了見込の方
②原則として年齢 40 歳未満の方（平成 27
年 4 月 1 日現在）③公衆衛生行政に関心
と熱意を有し、保健福祉（環境）事務所（保
健所）等で勤務することが可能な方
■受付期間：8 月 8 日（金）まで
■採用予定人数：3 人
■試験日：8 月中旬
※詳細については上記へお問合せください。

福岡県職員民間企業等
職務経験者採用試験
福岡県人事委員会事務局任用課

092-643-3956
■受験資格：昭和 30 年 4 月 2 日以降に
生まれた方で、平成 26 年 6 月末日現在、
民間企業等における職務経験を 5 年以上
有する方
■受付期間：7 月 14 日（月）～ 25 日（金）
インターネットの場合は 7 月 14 日（月）
～ 22 日（火）
■採用予定人数：行政 10 人程度
■第 1 次試験日：8 月 24 日（日）

中卒程度認定試験
福岡県教育庁義務教育課

092-643-3909
■受験資格：①就学義務猶予者である者
または就学義務猶予免除者であった者
で、平成 27 年 3 月 31 日までに満 15 歳
以上になる者。②保護者が就学させる義
務の猶予または免除を受けず、かつ、平
成 27 年 3 月 31 日までに満 15 歳に達す
るもので、その年度の終わりまでに中学
校を卒業できないと見込まれることにつ
いてやむを得ない事由があると文部科学
大臣が認めたもの。③平成 27 年 3 月 31
日までに満 16 歳以上になる者（①およ
び④に掲げる者を除く。）④日本国籍を
有しない者で、平成 27 年 3 月 31 日まで
に満 15 歳以上になる者
■出願書書類交付開始：7 月 16 日（水）
～ 9 月 16 日（火）
■申込期間：8 月 28 日（木）～ 9 月 16
日（火）
■出願書類の配布場所：〒 812-8575 福
岡県教育庁教育振興部義務教育課学事係
※出願書類の郵送を希望する方は、角型
2 号の返信用封筒（住所、氏名、郵便番
号を明記し、200 円切手を貼付したもの）
を同封の上、上記宛に請求してください。

裁判所職員採用一般職試験
福岡地方裁判所事務局人事課任用係

092-781-3141（内線 3159 ～ 3161）
http://www.courts.go.jp

■受験資格：平成 26 年 4 月 1 日におい
て高等学校卒業後 2 年以内の方および平
成 27 年 3 月までに高等学校を卒業する
見込みの方（平成 26 年 4 月 1 日におい
て中学校卒業後 2 年以上 5 年未満の方も
受験可）
■受付期間：7 月 15 日（火）～ 24 日（木）
　※消印有効
■第 1 次試験日：9 月 14 日（日）
※採用予定数等詳細は上記ホームページ
をご覧ください。

福岡県町村会職員採用試験
福岡県町村会総務課　 092-651-1121
■受付期間：7 月 28 日（月）～ 8 月 15
日（金）
■受験資格：昭和 63 年 4 月 2 日～平成
5 年 4 月 1 日に生まれた方
■採用予定人数：行政事務（大学卒業程
度）2 人程度
■第 1 次試験日：9 月 21 日（日）

福岡県下水道排水設備工事
責任技術者試験
市下水道課計画管理係　 内線 1271
■受験資格：高等学校等で土木工学科等
に相当する課程を修了した方、排水設備
工事等の設計または施工に関し実務経験
を１年以上有する方等。
■日時：11 月 2 日（日）
　　　　 9 時 50 分～ 12 時
■場所：小倉興産KMMビル（北九州会場）
■受験料：12,000 円
■申込み ： 7 月 11 日（金）までに下水道
課計画管理係へお申込みください。
※受験講習会等、詳しくはお問合せくだ
さい。

●スポーツ●
大会出場者への奨励金の支給
行橋市体育協会　 25-8222
　全国大会・国際大会出場者に奨励金を
支給します。
■支給基準：行橋市内に実際に在住し、
支部大会・県大会等の予選大会を勝ち上
がって全国大会・国際大会に出場する団
体および個人を対象
※単年度限りで終了する記念大会等は除
きます。
■提出品：①全国大会等への出場を証明
するもの ②申請者が本人または保護者
であることを証明できるもの（免許証等）
③申請者の印鑑（団体の場合は、当該団
体の代表者の印鑑）
■申込み：本人、または保護者（選手が
未成年の場合）が、全国大会等の開催 3
日前までに申請してください。
※申請期限が過ぎると無効になります。

賛助会員を募集します！
行橋市体育協会　 25-8222
　体育協会主催スポーツ大会に企業・団
体等の広報を掲載してみませんか！！
■賛助会員：1 口 5,000 円～
賛助会員としてご賛同いただきました会
員様を年間 32 大会のパンフレットにご
紹介します。
※賛助会費で全国大会等出場者へ奨励金
支給を行っています。

⑲　26．7．1 26．7．1　⑱Information

情　報　＆　ス　ポ　ー　ツ ※スポーツの結果は、いずれも主催者発表です。
　氏名は敬称を省略しています。
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お知らせ
　5 月 23 日（金）、コスメイト行橋に
て福岡県人権擁護委員連合会総会が
開催されました。
　長年にわたり人権擁護活動に尽力
された方に対する表彰が行われまし
たのでお知らせいたします。
福岡県人権擁護委員連合会長表彰

中村 映子さん

平成 19 年度より休止しております市民プールの営業は、本年度も休止することになりました。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。　　　　　～行橋市教育委員会生涯学習課～



夏季巡回ラジオ体操・みんなの体操
市教育委員会生涯学習課体育係 内線 1331
■日時：8 月 21 日（木）6 時から（6 時
30分からNHKラジオ第一で全国に生放送）
■場所：中山グラウンド（行橋市大橋
2-11-1）　※雨天時 = 行橋小学校体育館

（行橋市大橋 2-17-1）
■講師：体操指導 = 西川 佳克さん
　　　　ピアノ演奏 = 加藤 由美子さん   
※どなたでも参加できます。詳しくは上
記へお問合せください。駐車場は乗り合
わせの上、行橋市役所をご利用ください。

● 募 集 ●
障害者の委託訓練生募集
福岡障害者職業能力開発校 093-741-5431
　北九州市若松区の福岡障害者職業能力
開発校では、パソコン事務科の受講生を
募集しています。
■応募資格：身体障害者手帳または精
神保健福祉手帳を有し、公共職業安定所
に求職登録を行っている方で介護を必要
とせず身辺処理ができる方。※休職中の
方で、受講を希望される方は事前にご相
談下さい。
■訓練期間：9月2日（火）～11月26日（水）
■場所：学校法人松本学園　九州ビジ
ネス専門学校
■募集人員：13 人（男女不問）
■受講料：教材費 6,600 円。検定受験料
等は別途必要
■入校選考：8 月 20 日（水）13 時から
　訓練実施場所にて面接
■申込み：7 月 31 日（木）までに最寄り
の公共職業安定所で応募してください。

ポイント方式県営住宅入居者募集
福岡県住宅供給公社県営住宅管理部

092-781-8029
福岡県県営住宅課　 092-643-3739
■募集住宅：県内に所在する県営住宅
※募集対象団地、募集戸数等の詳細につ
いては募集案内書をご覧ください。
■募集案内書配布期間および申込受付期間
　7 月 14 日（月）～ 23 日（水）※申込
み手数料不要
■募集案内書配布場所：福岡県住宅供給
公社、公社管理事務所（福岡・北九州・
筑後・筑豊）、公社管理事務所出張所（行
橋・大牟田・直方・田川）、福岡県県営
住宅課、県内の各市（区）役所および町
村役場、各地区県民情報コーナー（北九
州・筑後・筑豊・京築）ほか

保育所・児童クラブ
臨時職員募集！
市子ども支援課児童家庭係 内線 1181
■勤務場所：①公立大橋保育所、②行
橋市内の公立児童クラブ（各小学校併設）
■勤務時間：①月～土曜日の 8 時間程度、
②月～金曜日は 15 時～ 18 時、土曜日・
閉校日は 8 時 30 分～ 18 時
■資格：①保育士資格をお持ちの方
②保育士資格、幼稚園、小学校、中学校、
養護教諭免許または児童福祉、教育関係、
ホームヘルパーの資格をお持ちの方およ
び福岡県知事が認定を行う子育てマイス
ターの認定を受けた方
■募集人数：若干名
■賃金：①日額 6,500 円、②時給 839 円
■申込み：履歴書を市子ども支援課児
童家庭係窓口へご連絡の上、ご持参くだ
さい。その際面接を行います。

● 講習・講座 ●
ベランダで堆肥をつくろう
ゆくはしエコ生活クラブ（入舟）

24-3797
　生ごみを堆肥に変えてみませんか？夏
休みの環境学習としてお子さんとその家
族の方を対象に家庭から出る生ごみの減
量・資源化の方法について学びます。夏
休みの自由研究にもピッタリの講座です。
■日時：7 月 12 日（土）10 時～ 11 時 30 分
■場所：行橋コミュニティセンター
■講師：福岡県「3R の達人」　

（特活）循環生活研究所　たいら 由似子さん
　　　　　　　　　　永田 由利子さん
■定員：10 組
■参加費：1 組につき 300 円（資料代）
■申込み：氏名、連絡先を明記の上、電
話もしくは FAX にてお申込みください。

出荷販売用野菜栽培講習会
京築地域農業・農村活性化協議会

23-4215
野菜栽培技術の向上および品揃えの充
実、安全・安心な農産物の増加を図るた
め、直売所出荷者等を対象に開催します。
※全講座共通事項※
■講師：京築普及指導センター

【行橋地区】
■日時：7 月 24 日（木）10 時から
■場所：JA 福岡京築営農・経済本部
　　　　（行橋市西宮市 5-11-1）
■参加予定人数：100 人

【勝山地区】
■日時：7 月 25 日（金）10 時から
■場所：サン・グレートみやこ
　　　　（みやこ町勝山黒田 36-1）
■参加予定人数：100 人

【苅田地区】
■日時：7 月 25 日（金）13 時 30 分から
■場所：苅田町西部公民館
　　　　（苅田町鋤崎 481-1）
■参加予定人数：50 人

認知症サポーター養成講座
行橋市高齢者自立支援センター

26-2370　 37-1873
　認知症サポーターは認知症について正
しい知識を持ち、認知症の方や家族を応
援し、誰もが暮らしやすい地域をつくっ
ていくボランティアのことです。講座は
毎月第 4 木曜日に 1 時間半程度実施し、
偶数月は、若年性の認知症についても学
べます。受講は無料です。
■日時：7 月 24 日（木）10 時から
■場所：行橋市地域ケア複合センター
　　　　（行橋市金屋 599-1）

●お知らせ・相談●

就学予定者面談会
市教育委員会指導室　 25-9611
　行橋市教育委員会では、平成 27 年度に
小学校新 1 年生になるお子さまの入学にあ
たり、市内小学校の特別支援学級や特別支
援学校を検討されている保護者の方に対
して、就学に伴う相談（心身に係る就学相
談等）をお受けする面談会を実施します。
■日時：8 月 25 日（月）
　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分
■場所：市役所 5 階 501 会議室
■対象者：平成 27 年度小学校新 1 年生
の保護者（お子さま同伴）
■申込み：市教育委員会学校教育課窓口
にある申請用紙に必要事項を記入の上、
7 月 31 日（木）までにご提出ください。

中小企業・小規模事業の
経営者の皆さまへ
中小企業基盤整備機構九州本部

092-263-0300
　個人保証なしで金融機関から融資を受
けたり、事業が破綻しても一定の生活費等
を残すことができるルールができました。
■経営者の個人保証について：①法人と
個人の資産・経理が明確に分離されてい
る場合等において個人保証が不要になる
こと。②多額の個人保証を行っていても、
経営が行き詰まる前に、早めに事業再生
や廃業を決断した際、一定の生活費等が
残ることを定める「経営者保証に関する
ガイドライン」が、中小企業庁・金融庁
主導の下、策定されたこと。
※金融機関と相談したい方、詳しくは上
記までご相談ください。

「へいちく浪漫号」ビール列車
平成筑豊鉄道　 0947-22-1000

http://www.heichiku.net
　お待ちかねの「ビール列車」が走りま
す。生ビール、焼酎、ソフトドリンク飲
み放題！オードブルもつきます。
■運行日：7 月 25 日（金）、8 月 8 日（金）
15 日（金）、22 日（金）…「金田～直方
～田川伊田～油須原～金田～直方～田川
伊田」コース
■料金：4人掛けボックス席…16,000円（9
ボックス）、3 人掛けボックス席…12,000
円（1 ボックス）
※いずれも夕方 2 時間程度の運行です
が、乗車駅で出発時間、所要時間が異な
ります。詳しくは、電話にてお問合せく
ださい。

無料調停相談会
行橋調停協会　 22-0035
　金銭問題、離婚、交通事故等について、
行橋調停協会に所属する裁判所の調停委
員が相談に応じます。予約不要、秘密厳
守、相談無料です。

【第 1 回目】
■日時：7 月 12 日（土）10 時～ 15 時
■場所：行橋商工会議所
　（行橋市中央 1-9-50、℡ 25-2121）

【第 2 回目】
■日時：9 月 13 日（土）10 時～ 15 時
■場所：豊前市総合福祉センター

（豊前市吉木 955、℡ 0979-82-1111）

政治倫理 資産報告書の閲覧
市議会事務局　 内線 1500
市総務課　 内線 1431
　市政治倫理条例に基づき、平成 26 年
資産報告書を閲覧することができます。
なお、対象者（議員、市長を含む三役）
のうち全員から、期限内に資産報告書の
提出がなされました。
■内容：議員、市長を含む三役（配偶者・
被扶養者・同居の親族を含む）の資産報告
■日時：平日 8 時 30 分～ 17 時
■場所：議員等…市役所 6 階議会事務局、
市長を含む三役等…市役所 4 階総務課

司法書士の日記念相談会
福岡県司法書士会筑豊支部

0947-45-3996
　「司法書士の日」（8 月 3 日）を記念し
て、司法書士による無料相談会を実施し
ます。相続登記や会社設立等の登記相談、
悪質商法等の消費者問題、借金等の多重
債務問題、訴訟、成年後見等、お気軽に
ご相談ください。1 件につき 30 分まで、
予約不要です。
■日時：8 月 3 日（日）10 時～ 16 時
■場所：ウィズゆくはし 2 階研修室

● 催 し ●
橋本邦洸 夢尺八 七夕コンサート
夢尺八事務局（荒木） 090-9401-3678
　ニューヨークで活躍中のマリンバ奏者三村
美香さんが出演します。ぜひお越しください。
■日時：7 月 6 日（日）
　1 回公演　開演 10 時 30 分（開場 10 時）
　2 回公演　開演 14 時（開場 13 時 30 分）
　　チケット（各回）2,000 円
■場所：行橋赤レンガ館

26．7．1　⑳Information

行橋市ホームページ
http://www.city.

yukuhashi.fukuoka.jp

Information Box

電 話 FAX ホームページ メール

市役所 TEL ２５−１１１１
FAX ２５−０２９９

市民会館 TEL ２５−１１２５

ウィズゆくはし TEL ２３−１１１１
FAX ２２−２９０３

中央公民館 TEL ２２−３９１１
市民体育館 TEL ２４−４０００
研修センター TEL ２５−３３５５

コスメイト行橋 TEL ２５−２３００
FAX ２５−１４５６

サンワークゆくはし TEL ２４−８８１１
シルバー人材センター TEL ２６−３３５５
中山グラウンド TEL ２４−５８５９
行橋市体育協会 TEL ２５−８２２２
男女共同参画センター TEL ２６−２２３２
行橋赤レンガ館 TEL ２３−７７２４

行橋シティインフォメーション放送中！！
月曜日～金曜日の午前 8時10分から、スターコーンFM（FM76.7MHz）にて放送しています。

情　報　＆　ス　ポ　ー　ツ

社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し、立ち直り
　　　　を支える地域のチカラ～

　7 月は、社会を明るくする運動の強
調月間です。この運動は、犯罪や非行
の防止と罪を犯した人たちの更生につ
いて理解を深め、犯罪や非行のない明
るい社会を築こうとする運動です。
　近年、都市化に伴う近隣住民の人間
関係の希薄化によって地域の犯罪や非
行を抑止する力が減退していると指摘
されています。犯罪や非行が生まれる
のは地域社会であり、罪を犯した人や
非行をした少年の更生を促す場は地域
社会にほかなりません。そして、その
更生を実効あるものとするためには、
本人の意欲と併せ、本人を取り巻く地
域社会の理解と協力が不可欠です。
　住民の皆さまが、少年非行の実態を
認識して、地域環境の浄化に心がける
とともに、罪を犯した人たちや非行を
した少年の立ち直
りを温かい目で見
守りつつ、援助の
手をさしのべ、明
るい社会を作りま
しょう。

【京都保護区保護司会】
 会長  池

い け だ

田 弘
ひろゆき

干　 22-7739

　狭い会場に人を集め、販売員が巧みな話術で場を盛り上げながら、「ハイ、ハイ」
と手を上げさせるなどして、ただ同然で日用品を配り、冷静な判断ができない高揚
した雰囲気の中で高額な商品を売りつける商法です。別名「催眠商法」とも呼ばれ
ますが、これは法定書面を受け取った日から 8 日以内であればクーリングオフ（無
条件解約）ができます。「がんに効く」など虚偽の説明を受けたなど、不適切な勧
誘があった場合は契約を取り消すことができます。契約に納得がいかない場合はあ
きらめずに消費生活センターにご相談ください。

【お問い合せ先】行橋市広域消費生活センター
　　　　　　　行橋市西宮市 2-1-39　℡：23-0999

消費生活センターニュース

 ～催眠（SF）商法にご注意ください！～
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コ ス メ イ ト 文 化 公 演

公益財団法人  行橋市文化振興公社
〒824-0005　行橋市中央1-9-3

コスメイト行橋からのお知らせ

■ お申し込み・お問い合わせ  コスメイト行橋 文化ホール  TEL.0930-25-2300

鳥越 俊太郎 講演会 7 月16 日水
【 開演 19：00 】（ ジャーナリスト ）

毎日新聞社を退社後、ニュースキャスター、コメンテー
ターとして多くの報道番組で活躍していたが2005年、
直腸がんを患い手術を受ける。2007年には肺への転移
が見つかり再手術。自身の体験から、家族の支えや健康
への考え、医療問題などを語る。

米良 美一 講演会 9 月 22 日月
【 開演 19：00 】（ 歌 手 ）

宮崎駿監督作品「もののけ姫」の主題歌を歌い一躍脚光
を浴びるまでには、先天性骨形成不全症という難病との闘
いがあった…。現在はカウンターテナー歌手として世界的
活躍を続けながら、テレビやラジオにも多数出演し、親し
みやすい人柄と語り口で人気を集めている。

にしゃんた 講演会 11月19 日水 
【 開演 19：00 】（ 羽衣国際大学 准教授 ）

17歳でスリランカから日本へ留学。商学や経済学を学
ぶ。武道にも強い関心を持ち、文武両道の学生生活を送
る。また、社会人落語日本一決定戦では準優勝をしてい
る。本講演会ではスリランカの生活と政治情勢や、日本
人について感じたことをユーモアたっぷりに語る。

荒木 由美子 講演会 1 月 22 日木
【 開演 19：00 】（ タレント ）

歌手、女優として活躍中の20代のときに歌手の湯原昌
幸氏と結婚し芸能界を引退。ところが結婚2週間後に倒
れた義母を20年にわたって献身に介護し、その経験を
綴った「覚悟の介護」の出版を機に芸能界へ復帰。現在は
介護の体験をもとに講演活動を精力的に行っている。

杉山  愛 講演会 8月 20 日水
【 開演 18：30 】（ 元プロテニスプレイヤー ）

グランドスラム大会連続出場の世界記録を生みだし
た継続力の秘訣、プロフェッショナルとしての勝負
の極意、また、過酷な日々の中で行ってきた健康・自
己管理法や、スランプを乗り越えたエピソードなど
プロアスリートとしての経験談は必聴‼
　　　　　　　　　　　 開演時間にご注意ください。

名倉 誠人 コンサート 10 月 27 日月 
【 開演 19：00 】（ マリンバ奏者 ）

世界最大音域のヴィブラフォーン、九州初登場! 目も眩
むような強靭なテクニックと躍動感溢れるセンス! Ｎ
Ｙ在住のマリンバ奏者、名倉誠人の演奏は、この楽器の
全く新しい地平を切り拓くものとして、世界各地の聴
衆から驚きと称賛の声を贈られている。

柳家 三三 独演会 12 月 4 日木 
【 開演 19：00 】（ 落 語 家 ）

月例の独演会は常に完売。江戸古典落語を語らせれば
若手随一との呼び声の高い柳家三三師匠。南は沖縄か
らスタートし、北は北海道まで47都道府県を47日間で
回る、前代未聞の全国ツアーをおこなうなど、今、一番
勢いのある三三師匠の落語を乞うご期待‼

東京大衆歌謡楽団
コンサート

2 月16 日月
【 開演 19：00 】

昭和歌謡はメロディにやすらぎがあった。歌詞に心が
あった。昭和の時代には夢があった。希望があった。そ
れを今に伝えたい。会場で一緒に歌ってほしい。一緒に
手拍子してほしい…。
良き昭和の時代を今に歌い継ぐ、東京大衆歌謡楽団‼

コスメイト文化倶楽部 会員募集!コスメイト文化倶楽部 会員募集!
“平成26年度コスメイト文化公演” 全8公演すべてをご覧いただける

“コスメイト文化倶楽部”の会員を募集いたします。

コスメイト行橋１階受付窓口にて、直接お申し込みになるか、
専用の振込用紙でお申し込みください。

ただいま入会受付中 !￥10,000
※各公演ごとのチケットもございます。
　前売 ￥3,000　当日 ￥3,500

年 

会 

費

お
申
込
み

平成26年度 コスメイト文化公演 講師紹介

コスメイトカレンダー

■お問い合わせ■
　視聴覚センター［コスメイト行橋2F］

TEL.0930ー25ー3336

名作シアター
上映作品のごあんない

行橋市民体育館からのお知らせ

行橋市研修センターからのお知らせ

行橋市図書館からのお知らせ

■お問い合わせ　行橋市図書館  TEL.0930-25-1911

■お申し込み・お問い合わせ　行橋市研修センター  TEL.0930-25-3355
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図書館、視聴覚センター休館日

コスメイト行橋ほか関係施設休館日
サンワークゆくはし休館日
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公益財団法人 行橋市文化振興公社　〒824ー0005 行橋市中央1ー9ー3

● 上記の催しは、やむなく中止または
　 内容が変更される場合もございます。

水
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　コスメイト施設利用申し込み受付日
　コスメイト文化公演「鳥越俊太郎講演会」
　名作シアター『はじまりの歌』
　夏の体験合宿申し込み開始
　夏休み期間中、体育館は火曜日も開館します。
　第23回 初心者弓道教室開始
　第5回 初心者柔道教室開始
　図書館・視聴覚センター館内整理日

名作シアター名作シアター

キッズシアターキッズシアター
『ミッキーのマウス③』… ’37 ／ 米

※ただいま鑑賞整理券を配布中です。
分･･･※1回上映69（    ）3/8

「ミッキーのお化け退治」
みんなが大好きなミッキーマウスと仲間
たちの楽しいショートストーリー8本立て!
①ミッキーのお化け退治
②ミッキーの造船技師
③ミッキーの猛獣狩り
④ミッキーとはらぺこオウム  ほか

日 ①13：00

1泊の宿泊料金、食事代、
活動参加費、保険料 など

1泊の宿泊料金、食事代、
活動参加費、保険料 など

 7/19
お申し込み
受付開始

■土

今川でカヌーに乗ってみませんか？
はじめて出会う仲間たちといっしょに夏のステキな思い出をつくりましょう‼

　行橋市図書館で『Wi-fi接続サービス』
が利用できるようになりました。
　お客様の無線LAN内蔵のパソコンやタ
ブレット端末、スマートフォンなどで、無料
でインターネットがご利用いただけます。
　図書館での調べ物、学習にお役立て
下さい。

平成26年度　夏の体験合宿

● 対　　象  行橋市在住の小学5、6年生
● 定　　員   30名
　　　　　　　（定員になりしだい締め切ります）
● 参加費用  おひとりさま¥3,000

● 申込者一人につき、一名の受付とさせていただきます。
● 参加費用をそえて、直接窓口でお申し込みください。
● 電話やFAXでのお申し込みはできません。
● ご不明な点はどうぞ下記までお問い合わせください。 行橋市研修センターゆくトピア

8/16[土]▲ 8/17[日]　1泊2日

お申込み受付は
7/19■9:00 より7/26■17:00 まで先着順

　　　　   　  
土土

★受付初日は、早く来られたかたから
　順に並んでお待ちください。

参加費用に含まれるもの

● 日　　程 ●

■お申し込み・お問い合わせ  行橋市民体育館  TEL.0930ー24ー4000

第 22 回

初心者弓道教室

● 対　　象  中学生以上の弓道初心者
● 定　　員  昼の部／夜の部、各20名
　 　　　　  ( 定員になりしだい締め切ります )
● 参加費用  おひとりさま¥1,000

毎週火・金曜日、全10回、計20時間
◆ 昼の部 …13 : 00 ▲ 15 : 00
◆ 夜の部 …19 : 00 ▲ 21 : 00

お申し込み締め切り…7 / 14月

第 4 回

初心者柔道教室
● 場　　所  行橋市武道館
● 日　　時  7/ 28 , 30 ,  8 / 4 , 6 , 8 , 11 
　　　　   8/18 , 20 , 22 , 25（全10回）
　　　　　  13：30～15：30

● 対　　象  小・中学生の初心者
● 定　　員  20名（先着順）
● 参 加 費  ¥1,000（保険代を含む）
● 受　　付  7/23水まで
● 講　　師  岡村貞生 講道館八段

詳細は体育館に
お問い合わせください。

7  月… 
8  月…

22, 25, 29日
1, 5, 8,19 22, , 26, 29日

＊・・・＊
＊・・・＊
＊・・・＊
＊・・・＊
＊・・・＊
＊・・・＊
＊・・・＊
＊・・・＊
＊・・・＊
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＊・・・＊
＊・・・＊・・・＊

Wi-Fi SPOT
Wi-Fi使えます。



各種相談 相談日 相談時間 相談場所 予約・問合せ
児童・生徒相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内  児童・生徒相談センター 25-0119
婦人相談 月〜金 9 時〜 16 時 市役所内 25-1124

若者向け就労支援窓口 第2・4金曜 10 時〜 17 時
市役所　企業立地課 北九州若者サポートステーション

093-512-1871

消費生活相談 月〜金 　9時〜12時15分、
13 時〜16時

行橋市広域消費生活センター
（行橋市西宮市 2-1-39） 23-0999

障害者相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所 25-1111/ 内線 1153

母子・寡婦相談 月〜金 8 時 30 分〜 17 時 市役所内　福祉事務所 25-1111/ 内線 1182
京築保健福祉環境事務所 23-2970

出張労働相談 第 4 月曜 17 時〜 20 時
（受付 19 時まで） 相談

会場

行橋市コミュニティセンター 福岡県北九州労働者支援事務所
093-592-3516

子育て女性就職相談
（予約制） 第 1 水曜 10 時〜 15 時 行橋市男女共同参画

センターる〜ぷる
子育て女性就職支援センター
093-571-6440

※心配ごと相談 月〜金 13 時〜 16 時
ウィズゆくはし 行橋市社会福祉協議会

23-1111
（電話での相談は

 受け付けていません）

弁護士相談（予約制） 第 2 水曜 13 時〜 16 時 30 分

行政相談 第 2 木曜 13 時〜 16 時

行政書士市民相談会
（遺言・相続・成年後見等） 第 4 水曜  10 時〜 16 時 市役所内 福岡県行政書士会

092-641-2501

認知症相談 月〜金 9 時〜 17 時 行橋市高齢者自立支援センター
（行橋市大字道場寺 1446-25） 26-2370

市税・国保税の
納付、納税相談等 第 2・4　

　  木曜
夜間窓口

（20 時まで）

市役所　収納課 25-9699

後期高齢者医療
保険料の納付、相談 市役所　国保年金課 25-9722

年金出張相談（予約制） 第１木曜 10 時〜 12 時、
13 時〜 15 時 30 分 行橋商工会議所 小倉南年金事務所093-

471-8873
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行橋京都休日・夜間急患センタ－
〒824-0002 行橋市東大橋 2-9-1 TEL：26-1399
歯科
■日曜・祝祭日　9 時〜 18 時（受付は 17 時まで）

内科・小児科
■月曜〜金曜日　
　19 時 30 分〜翌朝 6 時（小児科は 23 時まで）
■土曜・祝祭日の前日　
　19 時 30 分〜翌朝 9 時（内科・小児科とも）
■日曜・祝祭日
　昼間　9 時〜 18 時（内科・小児科とも）
　夜間　19 時 30 分〜翌朝 6 時（小児科は 23 時まで）

　

人の動き

平成 26 年
 5 月末現在

（住民基本台帳より）
人口 72,821 人
　男 34,756 人
　女 38,065 人
　世帯 30,673

【前月比】
　人口  12 増 
　世帯  18 増

ゴミの動き

（5 月分）
 可燃ゴミ
　● 1,786t
 不燃ゴミ
　● 102t
 資源ゴミ
　● 61t
 １人当りのゴミ
　● 25.2kg

【前月比】
 可燃ゴミ
　● 100 t 増
 不燃ゴミ
　● 2 4 t 増

【前年同月比】
 可燃ゴミ
　● 25t 減
 不燃ゴミ
　● 10t 減

※休日相談医は変更になる場合があります。
テレホンサービス TEL 24-4141でご確認ください。

市報ゆくはし７月１日号は、２６，８５０部作成し、１部あたりの印刷単価は３９．９６円です。

※
相
談
日
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
祝
・
休
日
を
除
き
ま
す
。

各種相談・休日相談医（7/1 〜 7/31）
7 月
  2 日　子育て女性就職相談
  3 日　年金出張相談（予約制）
  6 日　井手口医院（TEL22-2688）
  7 日   補聴器相談（市役所 202 会議室、13 時〜 15 時）
  9 日   弁護士相談（予約制）
10 日　行政相談
　　  　夜間窓口（収納課・国保年金課）
11 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
13 日　新行橋病院（TEL24-8899）
17 日   補聴器相談（市役所 202 会議室、13 時〜 15 時）
20 日　大原病院（TEL23-2345）
21 日　おのクリニック（TEL26-7777）
　　　  岡部医院（TEL26-7011）
23 日　行政書士市民相談会（市役所 501・502 会議室）
24 日　交通事故相談（市役所 505 会議室、10 時〜 15 時）
　　  　夜間窓口（収納課・国保年金課）
25 日　若者向け就労支援窓口（企業立地課）
27 日　おおみや整形外科医院（TEL28-0038）
　　　  はまさき循環器科（TEL22-0070）
28 日　出張労働相談
30 日　行政書士市民相談会（市役所 501・502 会議室）

防災行政無線の放送内容は、
２４－０３００で確認できます。

【通話料利用者負担】

弁護士相談は、「心配ごと相談」の後、
市内の方のみご利用いただけます。

　6 月 11 日、泉安心のまちづくり協議会による
交通安全啓発活動が行われ、地域の児童の多く
が通学に利用する福富交差点で、安全運転と交
通事故防止を呼びかけました。

※若者向け就労支援窓口は、
　原則予約制です。

今月の納期【 7 月 】

現在貯水量
5,726,000t
総貯水量

14,450,000t

貯水率 … 39.6％

油木ダム貯水量
（6/23 現在）

編 

集 

後 

記

■
先
日
、
初
心
者
向
け
の
広
報
研
修
が
あ

り
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
組
み
方
、
写
真
の
撮

り
方
等
を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
プ
ロ
の

編
集
者
の
方
か
ら
講
義
を
受
け
、
特
に
興

味
を
持
っ
た
の
は
写
真
の
撮
り
方
。
同

じ
被
写
体
で
も
、
撮
影
の
角
度
や
絞
り

値
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
変
え
る
こ

と
で
ま
っ
た
く
違
う
写
真
が
で
き
る
こ
と

や
、
状
況
・
環
境
に
応
じ
た
撮
影
方
法
に

つ
い
て
学
び
、
写
真
の
奥
深
さ
に
魅
力
を

感
じ
ま
し
た
☆
研
修
を
受
け
、
今
年
度
か

ら
作
り
始
め
た
市
報
に
対
す
る
意
識
も
膨

ら
み
、「
も
っ
と
見
や
す
く
、
わ
か
り
や

す
い
市
報
を
作
っ
て
い
け
た
ら
‼
」
と
、

思
う
も
の
の
技
術
が
つ
い
て
い
か
ず
…
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
。“
千
里
の
道
も

一
歩
か
ら
”
こ
れ
か
ら
、
経
験
を
重
ね
、

一
歩
ず
つ
向
上
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
お
）

～ 納付は便利な口座振替で ～

◆ 国民年金保険料 6 月分
◆ 固定資産税 第 2 期分
◆ 国民健康保険税 第１期
◆ 後期高齢者医療保険料 第1期


